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　訪れる人を惹きつけてやまない行田蓮。見ごろを迎え
た古代蓮の里では、41種類10万株の花蓮が蓮池一面に
咲き誇り、連日早朝から多くの観光客でにぎわっていま
す。園内では可憐な蓮を写真に収めようとカメラを片手
に、ベストポジションを探す姿があちこちで見られます。
　また、展望タワーからの眺めもこのシーズンならでは。
地上50メートルの園内最高地点から見下ろす蓮のじゅ
うたんに、誰もが目を奪われることでしょう。

平成１８年度 行政改革の主な取り組み
　～市民満足度の向上を目指して～……………２～３
有権者の皆さん、貴重な一票を大切に！！
　８月２６日（日）は埼玉県知事選挙の投票日です………４～５
保健案内……………１６～１７
写真館……………２０～２１
広場……………２２～２３
催し・募集……………２４～２７
歴史系譜・キラリ元気……………２８
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　市では、社会経済情勢の変化に即応できる簡素
で効率的な行財政運営の確立と市民サービスの向
上に向けて、行田市行政改革大綱集中改革プラン
並びに第三次行田市行政改革大綱第二次実施計画
に基づき、各種事務事業の見直しによる歳出の抑
制や新たな施策の展開など、職員が一丸となって
行政改革に取り組んでいます。
  ここでは、平成18年度の主な行政改革の取り
組みについてお知らせします。 行政改革推進委員会では活発な意見交換が行われました

市民との協働による円滑な行政運営の推進

　市民と行政の協働による行政運営を図るため、市政への
市民参加の機会を拡充するとともに、行政情報の公開・提
供を進めました。

開かれた市政の推進と市民参加の促進
○市内公園のリニューアル整備について、地域住民、もの
つくり大学、テクノ・ホルティ園芸専門学校の皆さんと
ともに公園整備を実施。花や木の植栽、あずまやおよび
ベンチの製作にご協力をいただき、地域に愛される公園
づくりに努めました。

○協働による市政運営の推進を目指し、「行田市市民公益活
動促進のための基本方針」を策定しました。これにより、
市内ボランティアやＮＰＯ団体などの公益的活動のさら
なる促進・支援に努めます。

○さきたま子ども情報センター（市ホームページ上に掲載）
において、「わくわくネット」を開設し、子供たちが遊び、
学べるイベント情報の発信に努めています。

○地域住民とともに、快適で美しい道路環境づくりを推進
させる「行田市道路里親制度」に2団体に登録をいただ
き、ごみ拾いなどの清掃美化活動にご協力をいただいて
います。

○地域ぐるみで子育てを支援する環境の充実のために、市
内の店舗・企業のご協力をいただき、「浮き城のまち・
子育てジョイ事業」をスタートさせました。

○市が行う各種施策に対し、多くの市民の意見を反映させ
た計画などを策定するため、「行田市市民意見募集手続
要綱」を定め、パブリックコメントのさらなる充実を図
りました。

効率的で効果的な行財政運営の推進

完売したスーパー街区には多くの企業が進出しました

　限られた財源の中で、効率的かつ効果的な行財政運営を
行い、より充実した市民サービスを提供するため、事務事
業の徹底的な見直しを進めました。

重点施策の推進
○「浮き城のまち人づくり教育特区」における少人数学級
の取り組みを、小学1・2年生、中学1・2年生の 30
人学級に続き、中学3年生まで拡大し、子供たち一人ひ
とりに対応したきめ細かな教育を推進しています。（特区
として本市が先駆けて実施したこの取り組みの効果が国
に認められ、少人数学級を実施するための市費負担教職
員の採用は、全国展開の運びとなりました）

○行田市男女共同参画推進センター「VIVA ぎょうだ」を
開設し、男女共同参画社会の実現に向けた市民活動の拠
点整備の充実を図りました。

○「長野工業団地企業誘致促進条例」の制定による進出企
業に対する優遇措置や、分譲価格の見直しなどにより、
未分譲地であった区画の売却を実施。これにより、課題
となっていたスーパー街区すべての分譲が完了しました。
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事務事業の改善
○災害に強いまちを作るために、災害時における応

援協定を市内事業所や民間団体と締結しました。
これにより、災害物資の充実を図るとともに、市
民（企業）と行政が一体となった災害対策の推進
に努めます。

○さまざまな環境問題に対し、効率的に問題を解決
すべく、「（仮称）行田市エコネットワーク」の立
ち上げにむけて、市民、民間業者および行政によ
る協議を推進しています。

○市民の住宅環境の向上と産業の振興を図ることを
目的とし、「住宅改修資金補助制度（平成 21 年
度までの期限付事業）」を実施し、多くの方にご
利用いただきました。（平成 18 年度利用実績　
補助件数：66 件、補助金総額：5,038,000 円）

○子ども医療費の窓口無料化について、無料化の対
象年齢の拡大など、他市に先駆けた取り組みを実
施し、子育て環境の充実を継続させています。（通
院の場合は小学校就学前、入院の場合は中学校卒
業時までが子ども医療費窓口無料化の対象となっ
ています）

○競輪事業からの撤退を実施し、今後の財政の健全
化に努めました。

○道路改良工事の実施にあたり、事業採択の公平性・
透明性を確保し、かつ効率的な事業執行を行うた
めに「事業評価制度」を導入し、一定基準による
評価および審議を実施することで工事優先度を決
定しています。

自主財源の確保
○遊休市有地の公募分譲や不用道水路敷の売り払いを実施し、土

地管理費の節減と財源の確保を図りました。

○納税相談の充実と市税等収納率の向上を図るために、夜間納税
相談窓口・日曜納税相談窓口の継続実施、職員による臨宅徴収
や悪質滞納者に対する財産差押えなどを随時実施しています。

公共工事コストの削減
○「行田市委託業務成績評定要領」に基づき、12 件の委託業務

について成績評定を実施。委託業務品質の向上を図るとともに、
事業費の削減に繋げました。

○埼玉県の電子入札共同システムを利用し、市の建設工事などの
入札に参加する業者の参加資格審査受付を電子申請で行いまし
た。これにより、入札の効率化を図り、透明性の確保に努めま
した。

職員給与・手当の適正化
○国や県の給与構造改革と併せ、職員給与や退職手当制度の見直

しを行いました。また、調整手当の支給を廃止し、約 3,400
万円を削減しました。

○給料および期末手当について市長は 10％、助役および収入役は
5％の減額措置を継続させ、約 365 万円を削減しました。

売却面積 売却額

公募分譲 704.33㎡ 53,822,000 円

随時売払い（道路敷・水路敷等） 1,361.04㎡ 86,229,911 円

相談件数 納税金額

夜間納税相談窓口 184 件 5,635,330 円

日曜納税相談窓口 1,069 件 27,418,150 円

組織・機構の簡素合理化と人材の育成

　多様な行政需要に的確に対応するため、事務事業の見直
しを図りながら適正な定員管理や効率的な組織体制の構築
を図りました。

定員管理の適正化
○「行田市定員管理適正化計画（計画期間：平成 17 年度

～ 21 年度）」に基づく人員管理により職員数の削減に
努めた結果、当該年度の削減目標値を上回る成果により、
一層の組織の簡素化を図りました。

計画的な人事管理の推進
○職員の意識改革と士気の高揚を図ることを目的に、積極

的に業務改善や企画立案のできる人材を育成するために
「人事考課制度」を導入し、職務遂行能力の向上に努めま
した。

組織・機構の簡素合理化
○横断的な組織体制を確立させ、業務に応じた人員を効率

的に配置できるように、従来の係制を廃止し、全庁的な
担当制の導入を図りました。

○地方自治法の改正に併せ、収入役制度を廃止。会計管理者
制度へと移行させることで、組織の簡素化を図りました。

〈第二次実施計画期間内での部門別総職員数 〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

H16 H17 H18

一般行政部門 ３９４ ３８３ ３６８

教育部門 ８８ ８５ ８３

消防部門 ９２ ９２ ９２

公営企業部門 ５５ ５２ ４６

総職員数 ６２９ ６１２ ５８９

（職員数数値目標） 　 ６１２ ６００

  　 今後も簡素で効率的な行政運営の確立のために、
市民の皆さんの声を十分に反映させたうえでの各種
事務事業の見直しや適正な受益者負担に基づいた各
種利用料・手数料の見直しを実施します。さらなる
行財政の健全化に努めるとともに、生み出された効
果を活用し、一層の市民サービス向上を図ります。

  　 行政改革の取り組みに関するご意見をお寄せくだ
さい。

▶意見・問い合わせ  企画政策課改革推進担当（内線 311）
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　中央小学校の体育館耐震改
修工事が行われるため、第２
投票区投票所は、「市役所敷
地内投票所」となります。
　対象となるのは、帯廓自治
会、本丸自治会、矢場区自治
会、上荒井自治会、城西自治
会、田町区自治会、成田区親
交会、二内会および三内自治
会の区域です。

第２投票区の投票所が変更となります

行田市役所

NTT行田ビル

行田市
産業文化会館

行田地方庁舎
中央小

行田市役所

NTT行田ビル

行田市
産業文化会館

行田地方庁舎
中央小

国道125号線国道125号線

行田市役所
入口

行田市役所
入口

第２投票区
投  票  所

　今回の選挙で投票できるのは、次の要件に該当し、選挙人名簿に登録されて
いる方です。

○昭和６２年８月２７日以前に生まれ、日本国籍を有している
○平成１９年５月８日までに転入届をし、引き続き行田市の住民基本台帳に登
　録されている

※平成１９年４月２６日以降、埼玉県内に１回に限り転出した方は行田市内の
投票所で投票できます。ただし、行田市の選挙人名簿にのみ登録されており、
転出先の市町村が発行する「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」また
は「住民票の写し」を持参することが必要です。

投票できる方

　投票所入場券は、８月１０日ごろまでに各家庭に郵便でお届けします。
　入場券は個人情報保護のため、圧着式のはがき（４人単位）となっています。
投票の際は、開封のうえ、入場券を切り離して、それぞれご本人の分をお持ち
ください。
　なお、入場券は、投票所の整理と混雑緩和のために発行しているものです。
選挙人名簿に登録されている方は入場券がなくても投票することができますの
で、入場券を紛失したときなどは、投票日当日、身分証明書（運転免許証や健
康保険証）を持参のうえ、投票所の係員に申し出てください。

　投票は、投票所入場券に印刷してある投票所で行ってください。なお、市内
で住所を変更した方（今までの投票区域外に転居届をされた方）の投票所は、
次のようになります。

※点字を読める方には入場券に選挙名を表示した点字シールを貼って送付して
います。ご希望の方には、点字シールを貼った入場券を送付しますので、選
挙管理委員会までお申し出ください。

投票所入場券を郵送します

7月13日までに転居届を提出された方 新住所地の投票所

７月14日以降に転居届を提出された方 旧住所地の投票所
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　投票日の前に投票することができる方は、次のような方です。
○投票日に仕事や冠婚葬祭がある方
○買い物、レジャーなどで、投票日に投票区域内にいない方
○病気、けが、妊娠などの理由で投票日に投票所へ行く
　ことができない方

ご利用ください　期日前投票

▶期日前投票の期間・時間・場所など
○期日前投票期間…８月１０日（金）〜８月２５日（土）
○投票時間…………午前８時３０分〜午後８時
　　　　　　　　　（土・日曜日も投票できます）
○投票場所…………市役所庁舎の西側駐車場内に設営さ
　　　　　　　　　 れた期日前投票所
○持参するもの……投票所入場券または本人確認のでき
　　　　　　　　　 る身分証明書
※期日前投票期間の後半は混雑が予想されます。期日前 

投票をご利用する方は、早めに投票を済ませてください。

▶投票所
投票区 投　票　所 投票区 投　票　所 投票区 投　票　所

第 １ 投票区 商 工 セ ン タ ー 第11投票区 長 野 公 民 館 第21投票区 藤 原 町 中 央 会 館

第 ２ 投票区 市役所敷地内投票所 第12投票区 桜 ヶ 丘 小 学 校 第22投票区 太 田 公 民 館

第 ３ 投票区 持 田 公 民 館 第13投票区 星 河 公 民 館 第23投票区 地 域 文 化 セ ン タ ー

第 ４ 投票区 西 小 学 校 第14投票区 谷郷小橋団地集会所 第24投票区 富士山農村センター

第 ５ 投票区 太 井 公 民 館 第15投票区 北 小 学 校 第25投票区 埼 玉 公 民 館

第 ６ 投票区 泉 小 学 校 第16投票区 星 宮 公 民 館 第26投票区 野 文 化 セ ン タ ー

第 ７ 投票区 南 小 学 校 第17投票区 北 河 原 公 民 館 第27投票区 下 忍 公 民 館

第 ８ 投票区 佐 間 公 民 館 第18投票区 下中条農村センター 第28投票区 南 河 原 公 民 館

第 ９ 投票区 婦 人 ホ ー ム 第19投票区 須 加 公 民 館 第29投票区 犬 塚 集 会 所

第10投票区 東 小 学 校 第20投票区 荒 木 公 民 館

▶代理投票・点字投票
　視力に障害のある方や字を書くのに不便を感じている
方は、投票管理者に申し出ることにより、「代理投票」や

「点字投票」ができます。代理投票は代理投票補助者があ
なたに代わって記載します。
　点字投票は投票用紙に点字で候補者の氏名を記載して
投票できます。

▶郵便投票
　身体に重度の障害のある方で、身体障害者手帳または
戦傷病者手帳もしくは介護保険被保険者証をお持ちの方
で、一定要件に該当する方は、自宅などで郵便投票を行
うことができます。
※郵便投票には、あらかじめ選挙管理委員会から郵便投

票証明書の交付を受けなければなりません。証明書の
交付に日数がかかる場合がありますので、お早めに申
請してください。

代理投票・点字投票・郵便投票

　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選挙公報を、
８月２３日ごろまでに新聞折り込みにより皆さんのご家
庭にお届けします。
※各地域公民館などに選挙公報を備えておきますので、

新聞未購読のお宅は、ご利用ください。
※直接または郵送による配付をご希望の方は、選挙管理

委員会までご連絡ください。

ご覧ください　選挙公報

　せっかく投票しても、次のようなものは無効となりま
すので、ご注意ください。

○白紙の投票
○自分で書かない投票
○誰の氏名を書いたかわからない投票
○候補者の氏名のほかに余計なことを書いた投票
○候補者でない者などの氏名を書いた投票
○二人以上の候補者の氏名を書いた投票
○決められた用紙を用いない投票

こんな投票は「無効」です  ご注意を！

▶日時　８月２６日（即日開票）午後９時から
▶場所　総合体育館

選挙の開票

　投・開票状況については、テレホンサービスを行います。
☎０１８０－９９４－８５５
　また、市ホームページに掲載します。

▶問い合わせ先　選挙管理委員会（内線２１９）

投・開票速報
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　市では、市民の声を市政に反映させるための広聴活動に積極的に取り組んでいます。このたび、これまでの
広聴活動の体制を一新。市長自らご意見を伺う機会を増やすため、事業の内容を見直しました。昨年度まで実
施していた「市民と市長のまちづくり集会」と「コーヒーブレークミーティング」を廃止し、「自分がもし、
市長になったとしたら」という視点から、市政に対する意見・提言を寄せていただく活動として「あなたが市
長だったら5,000人市長運動」をスタートしました。なお、「市長への手紙」は、これまでどおり継続します。
●「あなたが市長だったら」5,000人市長運動
　5,000人市長運動には、「市長と語る対話集会」や「市長のさわやか訪問」があります。いずれも、市長に
対して直接、意見・提言をお話ししていただき、できるものから市政に反映させていこうとする制度です。
「市長と語る対話集会」は、各地区に市長が伺い、対話形式で気軽にお話しをしていただける集会にしたいと
考えており、この秋からスタートする予定です。「市長のさわやか訪問」は、市長が企業、サークル、団体な
どを訪問し、会社や活動の様子を拝見しながら意見交換を行うもので、6月29日に第1回を開催しました。
2つの企業を訪問し、多くの貴重なご意見を伺うことができました。この「市長のさわやか訪問」は、毎月1
回の開催を予定し、訪問先の募集も行います。訪問を希望される場合は、広報広聴課までご連絡ください。
▶申し込み・問い合わせ　広報広聴課 広報広聴担当（内線318）

子
供
広
場
が

　
　

整
備
さ
れ
ま
し
た

　

西
新
町
自
治
会
（
清
水
正
泰
会
長
）
で
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
「
平
成
19
年
度
宝
く
じ
助
成
」
を
受
け
て
、

子
供
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民
の
自
主

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
自
治
意
識

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
の
広
場
の
整
備
に
よ
り
、

危
険
な
路
上
遊
び
に
よ
る
交
通
事
故
か
ら
子
供

た
ち
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
１
）

新しく整備された子供広場

　6月 29日、第1回の「市長のさわやか訪問」で2つの企
業に工藤市長が訪問しました。
　従業員の皆さんと意見交換をしたり、会社の様子を拝見した
りしました。この日訪問したのは、長野１丁目の「株式会社大
徳商会」と富士見町１丁目の「明和グラビア株式会社行田工場」
です。意見交換では、「観光に力をいれ、多くの人に行田を訪
れてもらえるようにしてはどうか」や「スポーツに親しむ機会
を増やすため、施設の利用方法を検討してはどうか」といった
意見が出されました。市では、寄せられた意見について、でき
るものから市政に反映させていきたいと考えています。

株式会社大徳商会では作業の様子も見
せていただきました

明和グラビア株式会社ではスポーツ施
設についての意見などが出されました

「市長のさわやか訪問」第1回を開催

～市民の声を市政に～
5,000人市長運動がスタートしました！

～市民の声を市政に～
5,000人市長運動がスタートしました！
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　児童・高齢者に対する虐待、女性に対する暴力、障害が
ある方への偏見からの差別などさまざまな人権問題が増加
しています。また、インターネットを悪用した人権侵害な
ど新たな人権問題も発生しています。
　「人権尊重社会をめざす県民運動」は、これらの現状に対
応し「すべての県民がお互いの人権を尊重しながら共に生
きる社会」を実現するため、県、市町村はもちろん県民総
ぐるみで取り組む運動です。
ヒューマンフェスタ 2007 さいたま
▶日時　8 月 22 日（水）午前 10 時〜午後 4 時 40 分　
▶場所　大宮ソニックシティ（大宮駅西口・徒歩約５分 )　
▶入場無料　事前申し込み不要（先着順）▶内容　【大ホー
ル（午後 1 時〜）】　○人権作文表彰・発表　○人権講演会・
アグネス・チャン ( 歌手・教育学博士 ) 　○コンサート・狩
人　【国際会議室（午前 10 時〜）】　○人権落語・桂七福　
○講演会・落合恵子 ( 作家）　【第１展示場 ( 午前 10 時〜）】
○人権啓発資料展示　○人権相談コーナー開設・人権擁護
委員　○人権啓発映画（VTR）上映　○ふれあい工作教室 

【イベント広場 ( 午前 10 時 30 分〜） 】○和太鼓演奏・飛
龍太鼓 ( 郷土芸能 )　○大道芸・東京マッドショー　○弦楽
演奏「〜癒しの音の演出〜」 ○ライブ・ぶるぅ☆べりぃ　
▶問い合わせ　埼玉県人権推進課☎ 048—830—2255

　

友
好
都
市
白
河
市
の
成
井
英
夫
市
長
が
、
６
月
26
日
午
後
０
時
49
分
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
54
歳
で
し
た
。

　

成
井
市
長
は
、
平
成
14
年
８
月
に
旧
白
河
市
長
に
就
任
、
以
来
卓
越
し
た
先
見
性
と
政
治
手
腕
で
、

都
市
基
盤
整
備
や
産
業
振
興
、
教
育
環
境
の
充
実
、
福
祉
の
増
進
に
心
血
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
17
年
11
月
に
は
近
隣
３
村
と
の
合
併
を
果
た
し
、新
「
白
河
市
」
の
誕
生
、そ
し
て
「
人
・
文
化
・

自
然
・
輝
き
集
う
県
南
中
核
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
行
田
市
に
も
た
び
た
び
訪
れ
、
友
好
関

係
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
７
月
７
日
、
白
河
市
民
会
館
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
工
藤
市
長
、
岩
田
市
議
会
議
長
が
参

列
い
た
し
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

〜
差
別
の
な
い
明
る
い
人
権
尊
重
社
会
を
目
指
し
て
〜

８
月
は
「
差
別
を
許
さ
な
い
市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
で
す

あ
な
た
に
と
っ
て
人
権
と
は
？ 

さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う

○
同
和
問
題　
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い

　

わ
な
い
で
、
差
別
の
実
態
な
ど
、
同
和
問

　

題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

　
「
差
別
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」

　

心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

○
女
性
の
人
権　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

　

こ
れ
っ
て
、
当
た
り
前
で
し
ょ
う
か
。

○
高
齢
者
の
人
権　

高
齢
者
へ
の
尊
敬
と
感

　

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
高
齢
者
の
喜
び

　

や
生
き
が
い
を
大
切
に
す
る
社
会
を
作
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
人
権　

子
ど
も
の
気
持
ち
を
理

　

解
し
尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
が
自
立
で

　

き
る
よ
う
、
成
長
を
あ
た
た
か
く
見
守
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
障
害
が
あ
る
方
の
人
権　

社
会
に
は
、
障

　

害
が
あ
る
方
を
拒
む
多
く
の
壁
（
バ
リ
ア
）

　

が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

　

は
、
社
会
の
バ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
心
の

　

バ
リ
ア
も
な
く
し
、
障
害
が
あ
る
方
た
ち

　

も
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を

　

作
り
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ア
イ
ヌ
の
人
々
・

外
国
籍
の
方
・
宗
教
・
職
業
な
ど
の
差
別
問

題
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
方
、
犯
罪
の
被
害
に

遭
っ
た
方
、
少
年
犯
罪
の
加
害
者
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
不
適
切
な
報
道
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
個
人
を
中
傷
す
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

地
域
社
会
の
中
で
は
、
思
い
込
み
や
因
習

に
よ
る
人
権
侵
害
、
職
業
に
対
す
る
偏
見
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
人
権
問
題
を
重
要
課
題
と
し
て
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
一
日
も
早
く
実

現
す
る
た
め
に
、
毎
年
８
月
を
「
差
別
を
許

さ
な
い
市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
と
定
め
、

各
地
区
に
お
い
て
人
権
問
題
の
啓
発
を
図
る

た
め
の
「
人
権
・
同
和
問
題
地
区
別
研
修
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
し
人
権
に

つ
い
て
研け
ん
さ
ん鑽
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
差
別
は
自
分
に
は
関
係
な
い
、
自
分
と

は
無
縁
の
こ
と
」
と
思
う
方
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
差
別
に
気
が
つ
か
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
差
別
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。
差
別
を
さ
れ
る
人
の
立

場
に
立
ち
、
そ
の
痛
み
や
苦
し
み
を
理
解
し
、

差
別
を
許
さ
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
人
権

問
題
を
解
決
す
る
道
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
、
何
を
ど
う
考
え
、
行
動
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課 (

内
線

２
２
１)

故 成井白河市長

人権尊重社会をめざす県民運動友
好
都
市
・
白
河
市
の
成
井
英
夫
市
長
が
急
逝
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平成 18 年度 情報公開および個人情報保護制度の運用状況

実 施 機 関 請　求 申　出 合　計

請求＝情報公開制度実施（平成11年4月1日）以降に
市（実施機関）が作成または取得した情報につい
て請求権のある方（市民など）が行う開示の求め

申出＝平成11年3月31日以前に作成または取得した
情報について開示の求め、または請求権のない方
（市外の人など）からの開示の求め

市 長 ３ ７ １０
教 育 委 員 会 ０ ０ ０
選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０
公 平 委 員 会 ０ ０ ０
監 査 委 員 ０ ０ ０
農 業 委 員 会 ０ ０ ０
固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０

水 道 事 業 管 理 者 ０ ０ ０
議 会 ３ ０ ３
合 計 ６ ７ １３

●表２「情報公開請求・申出者の区分別件数」
情報公開請求・申出者の区分 件　数

市内に住所がある方 6
市内に事務所や事業所を持っている個人や法人、その他の団体 ０
市内の事務所や事業所に勤務している方 ０
市内の学校に在学している方 ０
実施機関が行う事務事業に利害関係がある方 ０
請求権者以外の方 7

合　　　　　計 13

●表３「情報公開請求・申出の処理状況」
区　分 受付件数 全部開示 部分開示 非開示 取下げ 未処理
請　求 　6 5 0 　0 1 0
申　出 　7 0 5 ※１ 1 0
合　計 13 5 5 　1 2 0

※非開示１件については、他の法令により対応しました　

●表４「個人情報取扱業務の届出件数」

　なお、個人情報取扱業務の概要は市政情
報コーナーでご覧になれます。
　また、開示・訂正などの請求はありませ
んでした。

実 施 機 関 届出件数
市 長 ３９８
教 育 委 員 会 １１８
選 挙 管 理 委 員 会 　１４
公 平 委 員 会 　　１
監 査 委 員 　　１
農 業 委 員 会 　１６
固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 　　１

水 道 事 業 管 理 者 　１４
議 会 　　８
合 計 ５７１

　市では、市民の市政参加を促進し、市政に対する市民の理解と信頼を深め、公正で開かれた市政を目指すことを目
的とした「情報公開制度」を実施しています。また、個人に関する情報を適正に取り扱うとともに、自己に関する個
人情報の開示や訂正を求める手続きを定め、個人の権利利益の保護を図る「個人情報保護制度」も実施しています。
　平成１８年度における両制度の運用状況がまとまりましたので、次のとおり公表します。

◎情報公開制度の実施状況　
　平成１８年度の情報公開の受付件数は１３件でした。内訳は「請求」が６件、「申出」が７件です。（表１参照）
　また、請求（申出）の処理状況は、全部開示が５件、部分開示が５件、非開示が１件、取下げが２件でした。（表３参照）

●表１「情報公開請求・申出の実施機関別件数」

▶問い合わせ　
　市政情報コーナー（内線２１８）

◎個人情報保護制度の実施状況　
　各実施機関の事務事業の執行に際し、届出された個人情報取扱業務
の件数は、平成１８年度末現在で５７１件となっています。（表４参照）

公用車を売却しました
　市では、市長などが使用していた公用車２台の一
般競争入札を６月２７日に行いました。その結果は、
次のとおりです。
▶問い合わせ　契約検査課（内線２１３・２１４）

車　種 年　式
（走行距離）

落札額
（最低売却価格）

クラウンマジェスタ 平成１８年式
（９，４８０km）

４，６１９，９９９円
（４，０５０，０００円）

クラウンマジェスタ 平成１２年式
（９１，１９７km）

１，５１２，０００円
（１，２５０，０００円）
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▶勤務期間　９月４日～12月20日（予定）
▶勤務場所 【発掘調査】行田市内　
　　　　　 【整理作業】郷土博物館作業室
▶内　　容 【発掘調査】野外での作業（雨天中止）
　　　　　　※軽作業が中心　
　　　　　 【整理作業】室内・室外での作業で、出土品の水
　　　　　　洗い・接合など　
▶作 業 日 【発掘調査】月～金曜日　
　　　　　 【整理作業】火～木曜日　
▶作業時間 【発掘調査】午前８時30分～午後５時
　　　　　　（11・12月は午後４時30分まで）　
　　　　　 【整理作業】午前９時～午後４時　
　　　　　　※共に正午～午後１時は休憩時間
▶時　　給 【発掘調査】８００円　
　　　　　 【整理作業】７５０円　
▶賃金支払い　月末締め切り、翌月21日支払い（口座振り込み）
▶事故の補償　労働者災害保険の補償範囲で補償します。
▶募集条件 【発掘調査と整理作業の両方】
　　　　　　30歳～50歳の健康な方　
　　　　　 【発掘調査のみ】30歳～70歳の健康な方　
　　　　　　※整理作業のみの募集はしません
▶募集人数　若干名
▶応募方法　８月24日（金）までに電話連絡のうえ、印鑑を

持って、文化財保護課（産業文化会館３階）へ。
その際、申込書に記入いただき、簡単な面接を行
います。採用については後日ご連絡します。

▶問い合わせ　文化財保護課文化財保護担当
　　　　　　☎５５３―３５８１

埋蔵文化財発掘調査・整理作業の作業員を募集します

　「妻（親）が留守だと食事に困る」、「料理に挑
戦したいけど、何から手をつけて良いのかわか
らない」、「近ごろ太ってきたな」などと思って
いる男性の皆さん、簡単でヘルシーなメニュー
を初歩から学んでみませんか。３回の講座です
が、１回のみでも参加できます。

▶日　　時　９月１５日（土）、１０月２０日（土）、
１２月８日（土）午前９時３０分～正午

▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ調理室
▶内　　容
 【第１回】旬を生かしたヘルシーメニュー　
 【第２回】秋の味覚を楽しむ　
 【第３回】年末年始 ヘルシー料理でおもてなし
▶講　　師　丸橋悦子さん（管理栄養士）
▶対　　象　市内在住・在勤の男性
▶定　　員　３０人（先着順）
▶参 加 費　１回につき５００円程度
▶持参するもの　上履き、エプロン
▶申し込み　８月８日（水）～９月８日（土）に同

センターへ
　※保育（２歳以上の未就学児）の申し込みは

　９月７日（金）まで
▶問い合わせ　男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡ
　ぎょうだ」 ☎５５６―９３０１ ＦＡＸ５５６

―９３１０　Ｅメールviva@city.gyoda.lg.jp

男の料理講座
～メタボリックシンドローム予防料理～

新 配 置
変更部分：

正
面
玄
関

男性用
トイレ

女性用
トイレ

湯沸室
道路治水課

201会議室 契約検査課 人事課
総
務
部
長

企
画
政
策
課

西
階
段

東階段

正面玄関

農業委員会 商工観光課農政課 環境経済
　部長

会
計
課

男性用
トイレ

女性用
トイレ

湯沸室

出
入
口

西
階
段

２階

１階

市庁舎内の部署の配置が変わりました

商工観光課・農政課・農業委員会が１階に、人事課・契約検査課が２階に変更となりました。
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～住む人にとっても訪れる人にとっても「やすらぐ都市風景」を目指して～

市内には、古代から現代まで連綿と受け継がれた歴史を背景に、自然やまち並みなどに関する景観資源が数多く存在して
います。「浮き城のまち景観賞」は、これらの資源の掘り起こしにより、行田市の魅力を市内外に向けて広く発信し、景観
まちづくりへの気運を高めていこうと、平成１７年度に創設した表彰制度です。

今年度も次のとおり作品を募集しますので、皆さんのご応募をお待ちしています。
▶応募対象　市内に所在する※建築物等で、現に使用されているもの。完成年度は問いません。ただし国、県および市の公
共施設や、法令などに違反したものは除きます。※建築物等…家、店舗、門塀、石垣、煙突など　▶募集期間　８月１日（水）
～９月２８日（金）　▶応募資格　どなたでも応募できます。自薦・他薦は問いません。なお、他薦による場合は、審査に際
して作品の持ち主の方に連絡します。▶応募方法　①応募用紙（市役所・公民館などに設置）に必要事項を記入のうえ、カ
ラー写真を貼り付けて郵送または持参。②応募用紙を市ホームページからダウンロードし、必要事項を入力のうえ、画像デー
タを添付しメール送信。▶応募作品の有効期間　３年間有効。応募写真の差し替え、再ノミネートも可能。▶審査　審査委
員会が「行田らしさ」「自然とやすらぎ」「美しいまちづくり」の３つの視点から審査し、景観賞にふさわしい作品を選定し
ます。▶表彰　平成１９年中を予定　▶その他　受賞作品については、市報ぎょうだや市ホームページなどで公表します。
応募者の方にはもれなく記念品を差し上げます。奮ってご応募ください。▶提出先　〒３６１－８６０１　行田市本丸２番５
号　行田市役所まちづくり推進課「浮き城のまち景観賞作品募集担当」まで　▶問い合わせ　まちづくり推進課計画担当（内
線 355・359）または E メール machi@city.gyoda.lg.jp

2007年彩の国景観賞作品募集
県では、都市の景観形成に対する県民意識の高揚を図

るため、昭和 62 年度から「彩の国景観賞」を実施して
います。今年度も次のとおり作品を募集していますので
奮ってご応募ください。

なお、本市実施の「浮き城のまち景観賞」と重複して
の応募も可能です。
▶募集期間　8月31日（金）まで
▶募集作品

▶申し込み　所定の応募用紙（県県土づくり企画室、行田
県土整備事務所、市開発指導課で入手）に必要事項を記入
のうえ、提出してください。▶問い合わせ　埼玉県県土づ
くり企画室☎048-830-5367　ホームページ　http://
www.pref.saitama.lg.jp/A08/B100/keikanHP/
ouboannai.html

部　　門 対　象　と　な　る　作　品

たてもの・まちなみ部門 優れた景観を創出している建造物、まちなみなど

心にうるおい部門 生活空間にうるおいを与える公園や緑地、まちづく
りの活動など

長野土地区画整理事業地内の保留地を分譲します
　ゆとりある広さを備えた住宅用地および店舗などの沿
道サービスに最適なサービス業系用地（13区画）を分譲
します。
　また、次の場合でも分譲できるようになりましたの
で、ぜひご検討ください。
・相当の有益費を投じて保留地を造成し、宅地分譲する
　場合
・住宅を建設し、分譲する場合

※保留地分譲情報は、市ホームページでもご覧いただけます

▶受付日時　9月10日（月）～14日（金）午前8時
30分～午後5時15分　▶受付場所　まちづくり推進課
▶問い合わせ　まちづくり推進課区画整理担当（内線
351･352）

分譲面積 131.87㎡ ～ 2,357.04㎡
（参考：約 39 坪～約 713 坪）

分譲単価 47,000 円 ～ 55,300 円 /㎡
（参考：約 155,300 円～約 182,800 円 / 坪）

分譲価額 6,725,370 円～ 124,216,008 円

浮き城のまち景観賞の作品を募集します

【昨年度受賞作品】

栗原医院 割役庄屋　表門、中門割役庄屋　表門、中門栗原医院



■2007.8.1  ■行田市役所／TEL556-1111

11

電柱などに貼られた違法な張り紙などは、まちの景
観を壊すばかりでなく、内容によっては、子供たちの
発達に悪影響を与えるものもあります。

市では、新たに違反簡易広告物除却推進員制度を設
け、ボランティアとして違反広告物の除却をしていた
だく団体を募集します。
▶活動日時　平日の午前８時30分～午後５時で希望す
る日時　▶活動内容　市内の道路にある電柱などに貼
られた張り紙などの除却。▶募集団体　２人以上で活
動できる団体　▶構成員の条件　①18歳以上の方　②
市の行う講習会を受講できる方（修了者を推進員とし
て市が委任します）▶その他　道具（ヘラ、バケツな
ど）は市が団体に貸与します。また、ボランティア活
動の際の保険料も市が負担します。▶締め切り　8月
31日（金）を第１回締め切りとし、以降随時受け付け
　▶申し込み・問い合わせ　管理課管理担当（内線
341）

違反簡易広告物除却推進
団体を募集します

当センタ―では、現在 330 人の会員の方が活躍中ですが、
こうした方々と一緒に活動できる新規会員を募集しています。
高齢者の皆さん、働く生きがいを見つけてみませんか。旅行、
サ―クル活動、各種行事（新年会、観桜会など）などの楽し
い催しも行っています。入会説明会を毎月第 3 木曜日の午前
10 時から開催していますので、入会を希望される方はお越
しください。

また、シルバ―人材センタ―では、いろいろな技術、技能
を持った会員がそろっており、市民の皆さんから幅広い分野
の仕事を引き受けています。どうぞ当センタ―をご利用くだ
さい。
引き受けている仕事の例
植木の剪

せんてい
定および消毒、襖

ふすま
・障子・網戸の張り替え、ペンキ

塗り、除草作業、毛筆筆耕・あて名書き、留守中の犬の世
話・植木の水やり、通院の付き添い・薬の受け取り、その他
▶問い合わせ（社）行田市シルバ―人材センタ―（旭町13―
24）☎556―5221

シルバ―人材センタ―の
会員を募集します

8 月 11 日（土）～ 16 日（木）に、プール内の水
抜き清掃を実施します。これに伴いプールの利用は休
止となります。

利用再開は８月１７日（金）からとなりますので、
お間違いのないようにご利用ください。

なお、機能回復訓練室は通常通り利用できます。
▶問い合わせ　総合福祉会館☎557―5400

総合福祉会館「機能回復訓練プール」
プール内水抜き清掃に伴う利用休止

第１期納期限　8月27日(月)　※期限内納付にご協力をお願
いします

期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利用ください。お
支払いに便利な口座振替をご利用ください。

また、夜間納付受付も実施しています。（8 月の夜間納付受
付は毎週火曜日の午後 5 時 30 分～ 7 時）
▶問い合わせ　下水道課業務担当（前谷 1―1・水道庁舎内）
☎ 564―0303

下水道事業受益者負担金の
納付をお忘れなく

住宅などのリフォーム工事を考えている方へ　悪質な訪問販売業者に気をつけましょう
最近、悪質な業者による住宅リフォーム工事に関するトラブルが、多数発生しています。その手

口は、業者がある日突然訪問して、無料の点検を装い、「あそこを直したほうがいい」、「このまま
では家が駄目になってしまいますよ」などと過大な修繕工事を勧めたり、耐震補強工事の必要性を
迫ったりするというものです。住宅などのリフォーム工事は、十分な説明を受け、納得してから契約してください。

県では、リフォーム工事の検査制度を 3 月から始めています。これは、リフォーム工事が適正に行われているかどうかの
検査で、「事前の書類検査」と「工事後の現場検査」を行うものです。安心してリフォーム工事を行うためにも、ぜひご利
用ください。

また、これからリフォーム工事を考えている方のために、県が作成した「失敗しない！住宅リフォームの手引き」（パン
フレット）がありますので、県住宅課または市開発指導課まで問い合わせください。
▶検査の種類　①「書類検査」…工事の前に契約書や図面が適正かどうかを検査　②「現場検査」…工事後の施工状態を目
視によって検査　▶検査料金　（例）契約金額が 100 万円以上 500 万円未満の場合　①「書類検査」…10,500 円　②「現
場検査」…21,000 円　▶申し込み　県指定検査機関：財団法人さいたま住宅検査センター☎ 048 ー 823 ー 1256　▶
問い合わせ　県住宅課☎ 048 ー 830 ー 5571 または市開発指導課（内線 363）　県住宅課ホームページ　http://www.
pref.saitama.lg.jp/A10/BH00/reformkensa/riform_index.html

住宅リフォーム工事検査制度

下水道事業受益者負担金の
納付をお忘れなく
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　県では、私立学校に通う生徒の保護者
の経済的な負担を軽くするために、収入
が一定額を下回る世帯や、保護者が失業
してしまった世帯に対して授業料の補助
を行っています。
　このうち、県外の全日制高校や特別支
援学校に通う場合の授業料軽減補助の申
請を受け付けます。

▶申請期間　９月２５日（火）〜１１月
９日（金）
▶対　　象　県外の全日制高等学校・県
外の特別支援学校に通学する県内在住
の生徒とその保護者
▶そ の 他　案内は在籍校を通じて配布
します。
▶問い合わせ　県学事課☎０４８―８３０
―２７２５

〜私立学校父母負担軽減補助〜
県外校の申請受付が始まります

ご存じですか　子育て短期支援事業
ショートステイ事業
　２歳以上の児童で、保
護者が疾病などの理由に
より家庭における児童の
養育が困難になった場合
に、児童養護施設などで
児童を一時的にお預かり
します。
▶施　　設　児童養護施設「ケヤキホーム」（真名板２０２７）
　☎５５９―３５３１
▶利用期間　原則７日以内（延長可）
▶費　　用　日額４,６５０円（市町村民税非課税世帯は１,８４０円、
生活保護世帯は無料）

トワイライトステイ事業
　２歳以上の児童で、保護者が残業などの理由により家庭における
児童の養育が困難になった場合に、児童養護施設などへ通所し、生
活指導や夕食の提供などを行います。
▶施　　設　児童養護施設「ケヤキホーム」（真名板２０２７）
　☎５５９―３５３１
▶利用期間　原則６カ月以内（延長可）午後１０時まで
▶費　　用　日額９００円（市町村民税非課税世帯は５２０円、生
活保護世帯は無料）

▶問い合わせ　子育て支援課（内線２６３）

ショートステイ事業を行うケヤキホーム

児童扶養手当などの制度をご利用ください
　制度の利用に際しては、おのおの所得の制限があり
ますのでご注意ください。
児童扶養手当
　父母の離婚、父の死亡などによって父と生計を同じ
くしていない子どもや、父に一定の障害のある子ども
を育てている方に支給される手当です。申請を受け付
けた翌月分から手当の対象になります。
次のいずれかに該当する子どもを育てている母または
養育者に支給されます。
○父母が婚姻を解消した子ども
○父が死亡した子ども
○父に一定の障害がある子ども
○父の生死が明らかでない子ども
○父に１年以上遺棄されている子ども
○父が法令により１年以上拘禁されている子ども
○母が婚姻によらないで妊娠した子ども
※婚姻には、婚姻届を提出していないが、事実上婚姻関
係と同様の事情にある場合（内縁関係など）を含みます。
次のような場合には受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○申請する方が公的年金を受けることができるとき　
○子どもが父または母の死亡について支給される公的
　年金を受けることができるとき　

○子どもが父に支給される公的年金の額の加算の対象
　となっているとき　
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき　
▶問い合わせ　子育て支援課（内線２６２）

ひとり親家庭等医療費支給
　ひとり親家庭などで子どもを育てている方（養育者
を含む）と子どもに対し、医療費の一部が支給される
制度です。申請を受け付けた日から手当の対象になり
ます。
▶問い合わせ　保険年金課（内線２２６）

特別児童扶養手当
　精神または身体に一定の障害がある20歳未満の子
どもを育てている方に支給される手当です。申請を受
け付けた翌月分から手当の対象になります。
次のような場合は受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○子どもが障害による公的年金を受けることができる
　とき　
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき
　
▶問い合わせ　子育て支援課（内線２６２）　
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医療費の負担限度額および食事の負担額が減額されます

　社会保険庁への年金記録の照会時の参考資料とし
ていただくため、市では現在保管している国民年金
記録の写しを希望者に交付しています。
　交付できる期間は、国民年金法が施行された昭和
36 年から、収納業務を社会保険庁に引き継いだ平
成 14 年３月までの国民年金に関する記録です。た
だし、厚生年金・共済年金などの納付記録や、行田
市で国民年金に加入していた期間以外の記録はあり
ません。

▶受付日時　月～金曜日   午前８時 30 分～午後５時
▶受付場所　保険年金課　
  【窓口で交付申請する際の持ち物】
　年金手帳・身分証明書（運転免許証・パスポート・

健康保険証など）
　※代理人の場合は、委任状と代理人の身分証明書

が必要
  【郵送で交付申請する際に必要な書類】
　①次のすべての事項を記載したもの
　　基礎年金番号（それ以外の手番がある場合はすべて

の年金番号）、氏名（旧姓）、フリガナ、生年月日、
現住所、当時の住所、連絡先の電話番号

　②身分証明書（運転免許証・パスポート・健康保
　　険証等）の写し
▶費用無料
▶交付の方法 
  【窓口受付の場合】本人確認ができればその場で交

付します。（対象は、被保険者本人または家族のみ）
 【郵送の場合】約一週間後に自宅に郵送でお届けし

ます。※電話での受け付けはしていません。
▶問い合わせ　保険年金課年金担当（内線２７０・２７５）

　このたびの年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおか
けしていますことを、心からお詫び申し上げます。

基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も大切に保管しています
　平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居などにより、
一人が複数の年金番号を持つ場合も生じていましたが、一人１番号
の基礎年金番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるよ
うにしました。
　これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、ま
た、年金の請求時にもご本人に確認してきましたが、まだ、約５,000
万件（平成１８年６月）の記録が、基礎年金番号に結びつけられて
いません。この未統合の記録は大切に保管されていますが、そのま
までは年金支給に結びつかなくなるおそれがあります。

年金記録問題への新対応策を進めます
　被保険者・年金受給者の皆さんには、基礎年金番号に結びつけら
れている加入履歴を順次送付します。疑問がある場合は問い合わせ
ください。
　５,000 万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と突き合わせ、
未統合の記録がある可能性のある方にはお知らせします。
　社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書などの証拠が
なくても、銀行通帳の出金記録、元雇用主の証言などを根拠として、
第三者委員会で判断してもらう仕組みを作ります。
　５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようにする特
別立法が国会に提出されます。

▶問い合わせ　社会保険事務所「ねんきんダイヤル」☎０５７０―
　０５―１１６５またはフリーダイヤル☎０１２０―６５７８３０
　※インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の
　　取得をご利用ください   http://www.sia.go.jp

～被保険者・年金受給者の皆さんへ～
あなたの年金記録をもう一度チェックさせてください

厚生労働省・社会保険庁

～被保険者・年金受給者の皆さんへ～
あなたの年金記録をもう一度チェックさせてください

厚生労働省・社会保険庁

対　　　象 内　　　容 申請に必要なもの

　　①国民健康保険証を
　　　お持ちの方

　国民健康保険で医療を受けている方で入院を予定している場合、事前に申請す
ると「国民健康保険限度額適用認定証」が交付され、入院したときの医療費が自
己負担限度額までとなります。
　また、世帯主とその世帯の国保被保険者全員が市民税非課税になる場合(市民
税非課税世帯)には､入院時の食事代も減額される｢限度額適用･標準負担額減額認
定証｣が交付されます。
　ただし、国民健康保険税の滞納が生じている世帯の被保険者には「国民健康保
険限度額適用認定証」「限度額適用･標準負担額減額認定証」の交付はできません
が、市民税非課税世帯の被保険者には食事代だけ減額される｢標準負担額減額認
定証｣を交付します。

　・国民健康保険証
　・印鑑

　　②老人保健医療受給
　　　者証をお持ちの方

　老人保健で医療を受けている方（世帯全員が市民税非課税になる場合）で、入
院を予定している場合、事前に申請すると「老人保健限度額適用・標準負担額減
額認定証」が交付され、医療費の自己負担限度額や食事代が減額されます。

　・老人保健医療受給者証
　・健康保険証
　・印鑑

▶問い合わせ　保険年金課　①については国保担当３番窓口（内線 271）、②については医療担当５番窓口（内線 226）
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出向・移籍・転職をサポートします

担保や保証人のことでお悩みの方　新創業融資制度をご利用ください

　㈶産業雇用安定センター埼玉事務所では、「失業なき労働移動」
をモットーに、人材を送り出す企業と人材を受け入れる企業とを
マッチングさせる出向・移籍支援事業を無料で行っています。 
　そのほか、在職者の転職相談も無料で行っています。お気軽に
ご利用ください。

▶日　　時　月～金曜日  午前９時～午後５時　
▶問い合わせ　同センター埼玉事務所☎０４８―６４２―１１２１ 
　ＦＡＸ０４８―６４６―４９１５

　国民生活金融公庫では、新たに事業を始める方や事業
を開始して間もない方に無担保・無保証人でご利用いた
だける新創業融資制度の取り扱いをしています。

ご利用いただける方
次の①～③のすべての要件に該当する方
①新たに事業を始める方、または事業開始後税務申告を

２期終えていない方
②次のいずれかに該当する方
　⑴雇用の創出を伴う事業を始める方
　⑵技術やサービスなどに工夫を加え多様なニーズに

対応する事業を始める方
　⑶現在お勤めの企業と同じ事業を始める方で、次のい

ずれかに該当する方
　・現在の企業に継続して６年以上お勤めの方
　・現在の企業と同じ業種に通算して６年以上お勤めの方
　⑷大学などで修得した技能などと密接に関連した職

種に継続して２年以上お勤めの方で、その職種と密
接に関連した職種の事業を始める方　

③事業開始前、または事業開始後で税務申告を終えてい
ない場合は、創業資金の３分の１以上の自己資金を確
認できる方

融資の条件
○融 資 額　１,000 万円以内
○返済期間　
　・運転資金５年以内（うち据置期間６カ月以内）
　・設備資金７年以内（うち据置期間６カ月以内）
○利　　率　年 3.9％（平成 19 年６月 13 日現在）
　※使いみち・返済期間などにより異なる利率が適用されます
○担保・保証人　不要

▶問い合わせ　行田商工会議所☎５５６―４１１１ 
　または国民生活金融公庫熊谷支店☎５２１―２７３１

雇用保険法が変わります

１  雇用保険の受給資格要件が変わります
　これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労
働被保険者以外の一般被保険者・短時間労働被保険者）をな
くし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化します。
　原則として、10 月 1 日以降に離職された方が対象となります。

【旧】 　・短時間労働被保険者以外の一般被保険者
　　　　　⇒ 6 月（各月 14 日以上）
　　　 ・短時間労働被保険者（週所定労働時間 20 ～ 30 時間）
　　　　　　⇒ 12 月（各月 11 日以上）

【新】　 雇用保険の基本手当を受給するためには原則 12 月
　　　　（各月 11 日以上）の被保険者期間が必要。
　　　 ※倒産・解雇などにより離職された方は、6 月（各月
　　　　11 日以上）が必要

２　育児休業給付の給付率が休業前賃金の 40％から 50％
に上がります
　平成19 年 4 月 1 日以降に職場復帰された方から平成 22

年 3 月 31 日までに育児休業を開始された方までが
対象となります。

【旧】 　休業期間中 30％＋職場復帰後 6 カ月  10％

【新】 　休業期間中 30％＋職場復帰後 6 カ月  20％

※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期間から
　除外されます（10 月 1 日以降に育児休業を開始された方に適用）

３　教育訓練給付の要件・内容が変わります
　本来は「3 年以上」の被保険者期間が必要である
受給要件を、当分の間、初回に限り「1 年以上」に
緩和します。また、これまで被保険者期間によって
異なっていた給付率および上限額を一本化します。
いずれの措置も 10 月 1 日以降に指定講座の受講を
開始された方が対象となります。

【新】　  被保険者期間 3 年以上　20％（上限 10 万円）
　　 　  （初回に限り、被保険者期間 1 年以上で受給可能）

▶問い合わせ　埼玉労働局職業安定課☎ 048―600
　―6208 またはハローワーク行田☎ 556―3151
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〜でかけませんかとなりまち〜

《加須市》
タイトル　第１２回「加須市ふるさと写真コンクール」
内　　容　テーマ「人と自然の響きあい」
応募資格　高校生以上の方
規　　格　○一般の部 ･･･ 四つ切り（ワイドサイズ含む）以上
　　　　　　半切以内とし、パネル貼り、または額装とする。
　　　　　　 （アクリル仕様可、ガラス仕様不可）裏側にフッ
　　　　　　クとひもを使用し、つり下げられる状態で出品。
　　　　　○スナップ写真の部 ･･･ ２Ｌサイズで出品。（ス
　　　　　　ナップ写真の部の作品は返却しません）
　　　　　※両部門ともカラー、白黒写真、いずれも可。組
　　　　　　写真不可
出品点数　一人につき２点以内。ただし、作品は、平成 19

年１月１日から 12 月 31 日の間に加須市内の
風景などを撮影した未発表のもので、不特定多
数の方が容易に撮影できる状況で撮影されたも
のに限る。

応募方法　平成 20 年１月４日(金) ～ 11 日(金) に加須市役
所３階秘書広報課へ出品 ( 土曜日を除く平日およ
び日曜日の午前８時 30 分～午後５時受付可 )。

審　　査　応募作品の中から各賞を決める。
　　　　　【一般の部】市長賞１人 …………賞金 20,000 円
　　　　　　　　　　市議会議長賞１人 …賞金 10,000 円
　　　　　　　　　　優秀賞３人……………賞金 7,000 円
　　　　　　　　　　入選４人………………賞金 3,000 円
　　　　　【スナップ写真の部】
　　　　　　　　　　優秀賞３人……………賞金 2,000 円
　　　　　※応募者全員に記念品を贈呈　
発　　表　1 月下旬にすべての作品を加須市役所１階市民ギ
　　　　　ャラリーに展示。
そ の 他　入賞作品については、ネガおよびポジフィルムの
　　　　　提出をお願いします。
　　　　　※スナップ写真部門もありますので、お気軽に応
　　　　　　募してください。お待ちしています。
問い合わせ　加須市秘書広報課☎０４８０─６２─１１１１
　　　　　（内線３１３・３１９）

《羽生市》
タイトル　「第 30 回特別展　身近な外来生物たち」
内　　容　外来生物とは、もともと日本に住んでいたもの

でなく、外国からやってきた生き物のことです。
今回は、ハクビシンやアカミミガメ、アメリカ
ザリガニなどの外来生物を多数展示して、いつ、
どこから来たのかを解説します。

日　　時　9 月 9 日(日) まで　午前 9 時～午後 5 時　
　　　　　※火曜日休館
場　　所　羽生市立図書館・郷土資料館

費用無料
問い合わせ　羽生市立図書館・郷土資料館☎５６１─８２３３

《騎西町》
タイトル　騎西のイチジク・梨
内　　容　８月、９月はイチジク・梨の最盛期です。騎西町

は県内一のイチジクの生産地で、県内各地に出
荷しています。イチジクは、体にいい健康食品
です。イチジクを使ったお菓子もあります。梨
は利尿作用が高く、疲労回復の効果があります。
ぜひ、騎西のイチジクと梨をご賞味ください。

問い合わせ　○イチジク・梨の販売
　　　　　・ＪＡほくさい騎西農産物直売所（イチジク・梨）
　　　　　　☎０４８０─７３─６７７６
　　　　　・ＪＡほくさい騎西町梨撰果所利用組合（梨のみ）
　　　　　　☎０４８０─７３─００９９
　　　　　○イチジクのお菓子
　　　　　・騎西町商工会
　　　　　　☎０４８０─７３─０２２４

《北川辺町》
タイトル　純白のそば畑で新そばに舌鼓～新そば花まつり～
内　　容　・６０a のそば畑の花見
　　　　　・手打ちそばの実演販売
　　　　　・新そば粉の製粉販売
　　　　　・地元農産物の販売
　　　　　・その他模擬店出店他
日　　時　１０月 7 日（日）午前１０時～午後 3 時  
　　　　　※雨天決行
場　　所　旧川ふるさと公園（伊賀袋）および周辺農地
そ の 他　出店者を募集中です。出店を希望する方は、9 月
　　　　　2 日（日）までに北川辺町ライスパークへ電話で
　　　　　申し込みください。
問い合わせ　北川辺町ライスパーク☎０２８０─６２─４３４９
　　　　　（月曜休館）

《大利根町》
タイトル　ホテイアオイをみにいこう
内　　容　今年もホテイアオイの季節がやってきました。休

耕田いっぱいに咲くその風景は、まるで薄紫色
の絨

じゅうたん

毯が一面に広がるようです。また、道の駅
では新鮮な野菜などの販売や黒米うどんをご賞
味いただけます。

場　　所　道の駅「童謡のふる里おおとね」（大利根町佐波
　　　　　２５８─１）
見 ご ろ　１０月上旬まで
問い合わせ　大利根町役場産業建設課☎０４８０─７２－１３１９



16

保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

あなどれないぞ！歯周病
～正しい歯みがきの仕方を知っていますか～

　ちまたで噂のメタボリックシンドロームといわれ
る生活習慣病が、実は歯周病になりやすい病気だと
いうことを知っていましたか。ドロドロ血液は、歯
肉を弱めて、歯をぐらつかせたり出血しやすくした
りします。
　この講座をきっかけにして、80歳を過ぎても自分
の歯でいられるような美しい歯を目指しましょう。

日　　時　9月6日（木）午前10時～正午
場　　所　保健センター　
内　　容　講話・松井毅さん（松井歯科医院院長）
　　　　　歯科衛生士による歯みがき演習
対　　象　歯科について関心のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　使っている歯ブラシ、タオル、コップ
申し込み　8月31日（金）までに保健センターへ　

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　４カ月児健診
　平成 19 年 4 月 15 日～   
　5 月 14 日生まれの子  

　9 月　7 日 ㈮

午後 1 時～
1 時 30 分

対象者には通知します。　
通知のない方はご連絡くださ
い。

　9 月 18 日 ㈫ 

　1 歳 6 カ月児健診 　平成 18 年 2 月生まれの子 　9 月 14 日 ㈮

　2 歳児歯科健診 　平成 17 年 2 月生まれの子 　9 月 27 日 ㈭

　3 歳児健診 　平成 16 年 3 月生まれの子 　9 月 21 日 ㈮

　乳幼児相談 　小学校入学前の親子
　9 月 10 日 ㈪

午後 1 時 30 分
～３時 30 分 育児に関する相談を保健師、栄

養士がお受けします。
申し込みが必要です。　9 月 18 日 ㈫

午前 9 時 30 分
～ 11 時 30 分

　母親学級 　初妊婦（家族の参加可）
　8 月 22 日 ㈬
　9 月　6 日 ㈭
　9 月 26 日 ㈬

午後 1 時 15 分
～ 1 時 30 分

3 日間で妊娠中の生活や赤ちゃ
んの保育などを学びます。母子
健康手帳交付時に配付したはが
きまたは電話で 8 月 20 日㈪ま
でに申し込みください。

　コアラ教室
　平成 19 年 2 月 15 日～   
　4 月 14 日生まれの子 

　9 月　4 日 ㈫
　9 月 20 日 ㈭

午前 9 時 45 分
～ 10 時

赤ちゃんとの遊びなどを通じた
母親同士の仲間作りの場です。
申し込みが必要です。

　離乳食教室（初期）
　平成 19 年 3 月 15 日～ 4 月
　14 日生まれの子をお持ちの方

　9 月　5 日 ㈬
午後 1 時 45 分

～ 2 時
申し込みが必要です。

　離乳食教室（中後期）
　7 カ月～ 11 カ月の子を
　お持ちの方

　9 月　3 日 ㈪
午前 9 時 45 分

～ 10 時
申し込みが必要です。

子どもの健診・相談・教室 ※場所は保健センター

巡回不妊相談を実施します
日　　時　9 月 1 日（土）午後 1 時 30 分～ 5 時
場　　所　熊谷市男女共同参画推進センター｢ハートピア｣
　　　　　　（熊谷駅隣接ビル ｢ティアラ 21｣ 4 階）
内　　容　

内　容 概　　　要 従　事　者

①講話 テーマ「近年の不妊治療を
取り巻く状況について」 　医師

②集い 体験者や専門家を交えた話
し合い

　治療体験者
　不妊カウンセラー
　臨床心理士

③個別
　相談 　予約制で右記従事者が対応

　医師
　不妊カウンセラー
　または臨床心理士

対　　象　不妊に悩んでいる県内在住の方
定　　員　①②各 30 人 　③ 10 人（先着順）
申し込み　埼玉県看護協会 ☎048―824―8122
問い合わせ　埼玉県看護協会 ☎048―824―8122
　　　　　または県保健医療部健康づくり支援課母
　　　　　子保健担当☎ 048―830―3561
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方

　9 月 19 日 ㈬
午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病健康相談 　糖尿病について心配のある方
申し込みが必要です。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

　８月 16 日 ㈭
　9 月 13 日 ㈭

ー 申し込みが必要です。

おとなの相談 ※場所は保健センター

期　日 場　所 期　日 場　所

 8月19日（日） 壮幸会行田総合病院  9月  2日（日） 行田中央総合病院

 8月26日（日） 行田中央総合病院  9月  9日（日） 壮幸会行田総合病院

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時〜午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター　☎048－824－4199

受付時間　午後1時30分〜2時20分
場　　所　保健センター
 ・対象児には通知します。
 ・対象児以外（BCGは平成19年4月30日以前に生ま

れた6カ月未満の子、ポリオは平成18年6月30日
以前に生まれた7歳6カ月未満の子）でまだ受けて
いないお子さんは、母子健康手帳持参のうえ、この
機会に受けてください。

種　別 期　　日 対　象　児

ポリオ

 9月12日（水） 10月10日（水）
初回：平成 19 年 1 月 1 日〜

　6 月 30 日生まれ

追加：平成 18 年 7 月 1 日〜
　　12 月 31 日生まれ　

 9月13日（木） 10月15日（月）

 9月25日（火） 10月22日（月）

 10月  3日（水） 10月23日（火）

 10月  9日（火） 10月31日（水）

BCG
 8月27日（月） 　平成19年5月1日〜15日生まれ

 9月24日（火） 　平成19年5月16日〜31日生まれ

予防接種（集団）

　９月１日から、小学１年生から
３年生までの留守家庭の児童を対
象に「下忍学童保育室」（下忍小
学校敷地内）を開室します。入室
を希望する方は、子育て支援課ま
で申し込みください。

▶申請期間　８月１日（水）〜20
日（月）※申請書配布は８月１
日開始　

▶定　　員　30人　
▶申し込み・問い合わせ　子育て

支援課（内線２６２）

下忍学童保育室を
開室します

　埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の交通遺児等を対象に、援護一時
金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、18歳以下の人で保護者（一方または双方）が、交通

事故により死亡または重い障害（おおむね身体障害者手帳の基準で１〜３級
程度）を生じた方をいいます。

▶対　　象　平成18年４月１日以降、交通遺児等となった県内在住の18歳以
　　　　　下の方

▶給 付 額　対象者一人につき５万円（１事故につき１回のみ）
▶給付時期　平成19年10月または平成20年４月
▶申請書類　市役所、学校などにある申請書としおりを参照してください。
▶提出期限　平成19年10月支給分・・・平成19年８月31日まで　
　　　　　　平成20年　４月支給分・・・平成20年２月29日まで
▶提 出 先　みずほ信託銀行浦和支店（さいたま市浦和区高砂２―６―18
　　　　　　☎048―822―0191）に郵送または持参してください。
▶問い合わせ　県総務部交通安全課 ☎048―830―2958

交通遺児等援護一時金を給付しています
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相　　談
法律（予約制）
行政
結婚

消費生活

夫婦関係 ・ DVなど
（予約制）

内職

人権

税務

水道料金の休日窓口

水道料金の夜間窓口

　　　　　日　　　　程
8月２8日（火）
8月20日（月）、9月3日（月）　　　　　

9月7日（金）・14日（金）　　　　

8月16日（木）・20日（月）・23日（木）・27日（月）・30日（木）　
9月3日（月）・6日（木）・10日（月）・13日（木）　　

8月17日（金）・24日（金）・31日（金）　　
9月7日（金）・14日（金）　　

8月21日（火）・24日（金）・28日（火）・31日（金）　
9月4日（火）・7日（金）・11日（火）・14日（金）　　　　　

9月12日（水）　　　　

8月21日（火）　　　　　　

9月2日（日）　　　　　　

8月21日（火）・27日（月）・28日（火）　
9月4日（火）・11日（火）　　　

場　　所

市役所

市役所

市役所

男女共同参画推進センター

市役所

忍・行田公民館

中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）

水道庁舎（前谷）

　   問い合わせ

生活課
（内線２５２）

男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ　 ５５6－9301

商工観光課
（内線３８３）

人権推進課（内線２２１）

関東信越税理士会行田支部
　５５４－１４１１

水道課
　５５３－０１３１

　　  時　　　　間　　　　
午前９時～午後３時
午後１時３０分～３時３０分
午前９時３０分～１１時３０分　

午前９時３０分～午後３時３０分

午後1時～４時

午前１０時～午後４時

午後１時３０分～３時３０分　　

午後１時３０分～３時３０分

午前８時３０分～正午

午後５時１５分～７時

（8月１５日～9月１５日）

【
事
例
１
】　

　

英
会
話
学
校
に
入
学
し
た
。
授
業
料
が
高
額
で
一
括
で
は

支
払
い
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
月
々
２
万

円
・
24
回
の
分
割
払
い
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
英
会
話
学
校

が
倒
産
し
て
教
室
が
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
い
、
授
業
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
残
り
の
授
業
料
は
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
事
例
２
】

　

通
っ
て
い
た
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
『
破
産
債
権
届

出
書
』
と
い
う
も
の
が
届
い
た
。
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

エ
ス
テ
や
英
会
話
教
室
な
ど
は
、
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
あ
る
と
う
た
っ
て
い

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
契
約
金
額
も
比
較
的
高
額

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
例
１
の
よ
う
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
利
用
し
た
分
割
払
い
に
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
般
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
図

の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
お
り
、
割
賦
販
売
法
の
規
制
を
受
け

ま
す
（
同
法
で
は
、
２
カ
月
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、
か
つ
３

回
以
上
に
分
割
し
て
支
払
う
も
の
を
割
賦
販
売
と
し
て
い
ま

す
）。
本
来
、
販
売
者
（
図
Ⓐ
）
と
購
入
者
（
同
Ⓑ
）
の
２

者
間
の
契
約
で
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
は
売
買
さ
れ
ま
す
が
、

販
売
者
Ⓐ
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
（
同
Ⓒ
）
と
加
盟
店
契
約

を
し
て
い
る
場
合
、
購
入
者

Ⓑ
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
Ⓒ
と

立
替
払
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
Ⓒ

に
対
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
Ⓒ
と
の
契
約
に
基
づ
い
た

支
払
期
間
（「
月
々
払
い
」
ま
た
は
「
ボ
ー
ナ
ス
払
い
」
な
ど
）
に
、

立
て
替
え
て
も
ら
っ
た
金
額
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
来
、
売
買
契
約
と
立
替
払
契
約
は
別
の
も
の
な
の
で
、

通
常
の
商
品
の
場
合
、
販
売
会
社
が
倒
産
し
た
と
き
で
も
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ
の
支
払
義
務
は
残
り
ま
す
。
し
か
し
、
事

例
１
の
よ
う
に
販
売
者
の
倒
産
に
よ
り
未
受
講
分
の
英
会
話

の
授
業
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
す
で
に
受
講
し

た
分
を
上
回
る
支
払
い
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
今
後
の
支
払
い
を
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
例
１
に
つ
い
て
は
、
英
会
話
学
校
に
対
し
て
は
、
倒
産

を
理
由
と
す
る
解
約
通
知
書
を
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し

て
は
、
支
払
停
止
の
抗
弁
書
を
提
出
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
書

類
の
書
き
方
・
提
出
の
仕
方
と
、
念
の
た
め
に
行
う
銀
行
口

座
の
引
き
落
と
し
停
止
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
例
２
の
よ
う
に
、

倒
産
の
後
に
裁
判
所
ま
た
は
破
産
管
財
人
か
ら
「
破
産
債
権

届
出
書
」
と
い
う
も
の
が
送
ら
れ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
破
産
者
に
対
し
て
債
権
を
持
っ
て
い
る
人
に
送
ら

れ
る
、
今
後
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
書

類
で
、
届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
る
こ
と
で

債
権
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
残
り
の
資
産
か
ら

配
当
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
配
当
に
は
順
番

が
あ
り
、
実
際
に
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

自
分
の
支
払
っ
た
金
額
に
は
到
底
及
ば
な
い
少
額
し
か
、
配

当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

事
例
に
よ
っ
て
対
応
が
違
っ
て
く
る
の
で
、
困
っ
た
こ
と

が
起
き
た
ら
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部　

☎
０
４
８―

　

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
お
店
が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

くらしの 番情報110
　

エ
ス
テ
や
英
会
話
の
よ
う
に
、
数
回
か
ら
数
十
回
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
契
約
を
し
た
が
、
そ
の
会

社
が
倒
産
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
契
約
相
手
が
倒
産
し
た
場
合
の
相
談
事
例
で
す
。

購入者Ⓑ

販売者Ⓐ クレジット
会社Ⓒ

加盟店契約

売買契約 立替払
契約
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・
に
じ
に
な
っ
た
さ
か
な
（
永
井
郁
子
）

・
お
ば
け
で
ん
し
ゃ
（
西
村
繁
男
）

・
も
り
の
び
ょ
う
い
ん
（
加
藤
チ
ャ
コ
）

　

予
約
資
料
の
用
意
が
で
き
た
旨
の
連
絡
後
、

１
週
間
を
経
過
し
て
も
来
館
さ
れ
な
い
場
合
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
と
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
予
約
冊
数
の
上
限
を
貸
出
冊

数
の
上
限
に
合
わ
せ
、
「
本
と
雑
誌
合
わ
せ
て

５
冊
」
、
「
ビ
デ
オ
と
Ｃ
Ｄ
合
わ
せ
て
２
点
」

ま
で
と
し
ま
す
。

　

次
に
お
待
ち
の
利
用
者
の
た
め
に
図
書
館
資

料
の
返
却
期
限
を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
25
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

９
月
１
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

８
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

ジ
ャ
ッ
ク
と
ま
め
の
木
、
洋
服
が
ご

は
ん
を
た
べ
た
話
、
に
じ
の
鳥
、
ろ
ば
に
な
っ

た
旅
人
（
計
46
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
80
人　

▼
入
場
無
料

　

図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク

（
絵
本
２
冊
入
り
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
21
日
㈫
、
９
月
７
日
㈮ 

午
後

１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て

実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

８
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
９
月
３
日
㈪
・
４

日
㈫
・
10
日
㈪

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、

破
損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

お 

は 

な 

し 

会

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

　

お
読
み
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
漫
才
師
島
田
洋
七
さ
ん
が
佐

賀
県
で
祖
母
と
暮
ら
し
た
少
年
時
代
の
お
話

で
す
。
「
が
ば
い
」
と
は
佐
賀
弁
で
「
す
ご

い
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
私
は
本
当

に
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

貧
し
い
な
が
ら
も
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず
、
知

恵
を
働
か
せ
、
明
る
く
逞
し
く
生
き
た
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
、
心
が
、
そ
し
て
人
生
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

心
に
残
る
場
面
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

運
動
会
の
お
弁
当
の
こ
と
、
遠
足
で
水
筒
代

わ
り
に
湯
た
ん
ぽ
を
持
た
さ
れ
た
時
の
こ
と

…
。
笑
い
転
げ
た
り
、
胸
を
熱
く
し
た
り
し

な
が
ら
一
気
に
読
み
ま
し
た
。
中
で
も
洋
七

少
年
が
、
一
と
二
ば
か
り
の
成
績
表
を
持
ち

帰
っ
た
時
の
『
大
丈
夫
、
足
し
た
ら
五
に
な

る
。
人・

・

・

・

・

・

生
は
総
合
力
』
と
い
う
言
葉
に
、
今

ま
さ
に
必
要
な
能
力
、
と
思
わ
ず
手
を
叩
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

付
録
の
「
島
田
洋
七
を
育
て
た
お
さ
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
楽
し
く
生
き
る
方
法
語
録
」

の
言
葉
も
、
ど
れ
も
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
で

す
て
き
で
す
。　
　

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

　

 

島
田　

洋
七  

著

飯
田　

和
代
さ
ん
（
城
西
）

新
着
図
書

一
般
書

・
お
殿
様
た
ち
の
出
世
（
山
本
博
文
）

・
地
方
債
改
革
の
経
済
学
（
土
居
丈
朗
）

・
病
気
に
な
ら
な
い
食
事
法
（
周
東
寛
）

・
も
っ
と
も
っ
と
野
菜
の
本
（
吉
田
企
世
子
）

・
大
人
の
パ
ス
タ
（
萩
原
雅
彦
）

・
台
北
故
宮
博
物
院

・
明
日
こ
の
手
を
放
し
て
も
（
桂
望
実
）

・
長
く
冷
た
い
眠
り
（
北
川
歩
美
）

・
剣
豪
た
ち
の
関
ヶ
原
（
鳥
羽
亮
）

・
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
（
畠
中
惠
）

・
グ
ダ
グ
ダ
の
種
（
阿
川
佐
和
子
）

児
童
書　

・
ク
マ
ノ
ミ
と
サ
ン
ゴ
の
海
の
魚
た
ち
（
大
方

　

洋
二
）

・
ラ
イ
オ
ン
の
リ
ー
ナ
（
ジ
ャ
ン
・
ラ
ッ
タ
）

・
人
は
な
ぜ
立
っ
た
の
か
？
（
島
泰
三
）

・
シ
ッ
プ
船
長
と
う
み
ぼ
う
ず（
か
ど
の
え
い
こ
）

・
ぼ
く
と
弟
は
あ
る
き
つ
づ
け
る
（
小
林
豊
）

図
書
館
資
料
の
予
約
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

9
月
6
日
（木）

泉
　

小

9
月
7
日
（金）

埼
玉
小

9
月
11
日
（火）

北
河
原
小

9
月
12
日
（水）

北
　

小

9
月
5
日
（水）

須
加
小

9
月
13
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

9
月
14
日
（金）

太
田
西
小

※変更する場合があります



　

子
供
た
ち
が

　
　
　
　

数
珠
を
も
っ
て
厄
神
除
け
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７
月
11
日
、
水
城
公
園
あ
お
い
の
池
で
ホ
テ

イ
ア
オ
イ
の
投
げ
込
み
植
え
付
け
が
行
わ
れ
、

南
小
学
校
と
長
野
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
子
供
た
ち
は
き
れ
い
な
花

が
咲
く
よ
う
に
と
願
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
投

げ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
９
月
に
は
薄
紫
色
の
花

が
池
一
面
に
咲
き
、
公
園
を
訪
れ
る
多
く
の
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

７
月
６
日
、
産
業
文
化
会
館
で
は
行
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
市
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ

る
行
田
市
小
学
生
芸
術
劇
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
渡
辺
雄
一
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
第
２
部
で
は
平
野
啓
子
さ
ん

の
朗
読
・
語
り
と
渡
辺
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
朗
読

と
ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
児
童
ら
の

心
は
く
ぎ
付
け
に
な
り
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
は
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
送
ら
れ
ま
し

た
。

写
真
館

写
真
館

　

朗
読
と
ピ
ア
ノ
の

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
拍
手

　

毎
年
７
月
の
第
二
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
馬
見

塚
地
区
の
厄
神
除
け
。
７
月
７
日
、
小
学
生
が

鐘
を
鳴
ら
し
、
長
く
大
き
な
数
珠
を
み
ん
な
で

持
っ
て
地
区
内
の
家
を
一
軒
ず
つ
回
り
、
厄
を

は
ら
う
伝
統
行
事
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
各
家
の
縁
側
か
ら
入
り
玄
関
を
抜
け
て

そ
の
家
の
厄
を
数
珠
に
つ
け
、
最
後
は
川
に
投

げ
込
み
洗
い
流
し
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
玄

関
ま
で
入
り
、
そ
の
家
の
厄
を
は
ら
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
暑
さ
で
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
も
、

70
軒
以
上
あ
る
地
区
内
を
約
３
時
間
か
け
て
、

厄
を
は
ら
い
回
り
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
投
げ
込
み

　

７
月
７
日
、
第
３
回
蓮
の
花
め
ぐ
り
カ
ー
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
自
動
車
を
使
用
し
、
地
図
上
に
指
定
さ

れ
た
蓮
の
花
が
咲
く
寺
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
い
か
に
短
い
距
離
で
完
走
で
き
る
か
を

競
う
大
会
で
す
。

　

市
民
体
育
館
跡
地
駐
車
場
を
出
発
し
た
31
組

の
参
加
者
ら
は
、
地
図
を
広
げ
て
最
短
ル
ー
ト

を
探
し
な
が
ら
15
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
回
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
に
答
え
る

な
ど
、
行
田
の
名
所
や
旧
跡
な
ど
を
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

車
で
め
ぐ
る
行
田
の
名
所
・
旧
跡

よ
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６
月
23
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は

第
17
回
行
田
市
綱
引
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
か
ら
参
加
し
た
62
チ
ー
ム
が
、

低
・
中
・
高
学
年
の
部
に
分
か
れ
、
優
勝
目
指

し
て
熱
き
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

勝
利
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
一
致
団
結
し
て
力

の
限
り
綱
を
引
き
合
う
選
手
た
ち
。
試
合
後
は

手
の
ひ
ら
に
綱
の
模
様
が
残
る
ほ
ど
全
力
を
出

し
切
っ
た
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
応
援
席
の
保

護
者
ら
も
体
を
傾
け
て
気
持
ち
で
綱
を
引
き
な

が
ら
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
一
丸
で
引
き
寄
せ
る
勝
利

　

７
月
８
日
、
第
３
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
、
40
人
が
参
加
し
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
を
ス
タ
ー

ト
し
、
古
代
蓮
の
里
、
成
就
院
の
三
重
塔
、
八

幡
山
古
墳
な
ど
を
見
学
し
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、

約
10
㎞
の
コ
ー
ス
を
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
体
育
指
導
委
員
が
講
師
と
な
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
、
効
果
的
な

歩
き
方
や
疲
労
を
残
さ
な
い
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
７
が
６
月
17

日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
全
21
チ

ー
ム
中
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
学
生
主
体
で
大
会
に
臨
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
10
月
か
ら
書

類
審
査
や
ビ
デ
オ
審
査
に
む
け
て
準
備
を
開
始
。

過
去
３
回
出
場
の
経
験
を
生
か
し
て
難
関
の
第

二
次
選
考
を
通
過
し
、
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
大
会
前
日
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
か
な
く
な
る

　

も
の
つ
く
り
大
学
が

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
で
準
優
勝

歩
い
て
健
康
的
な
体
づ
く
り

な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
て
予
選
リ
ー

グ
を
突
破
。
初
め
て
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出

場
を
決
め
、
決
勝
戦
ま
で
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
「
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
予
想
以
上
の
結
果
で
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
す
一
方
、
来
年
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
さ
ら
な
る
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
く

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。



　

Ｔ
・
Ｂ
・
Ｇ
と
は

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ
」

の
略
で
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
羽
根
が

つ
い
た
形
を
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ボ
ー
ル
を
専
用

の
ク
ラ
ブ
で
打
つ

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ゴ
ル
フ
に
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ
よ
り
簡
単
に
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
幅
広
い
年
齢
層
が
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

行
田
市
Ｔ
・
Ｂ
・
Ｇ
協
会
は
、
今
年
４
月
に

熊
谷
Ｔ
・
Ｂ
・
Ｇ
協
会
か
ら
独
立
し
て
発
足
。

現
在
会
員
は
65
人
で
、
火
～
土
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
に
総
合
公
園
内
の
野
球
場
西

側
に
位
置
す
る
西
の
原
コ
ー
ス
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

羽
根
の
抑
止
力
に
よ
り
短
い
コ
ー

ス
で
も
フ
ル
ス
イ
ン
グ
の
爽
快
さ
が

味
わ
え
る
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ
。
シ
ョ
ッ
ト
の
距

離
感
を
つ
か
む
の
が
難
し
い
の
で
初

心
者
だ
け
で
な
く
、
熟
練
者
を
も
夢

中
に
さ
せ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
ま

た
、
各
ホ
ー
ル
の
距
離
が
短
い
た
め
、

体
に
負
担
を
か
け
ず
に
適
度
な
運
動

22

が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
や
埼
玉
県
大
会

な
ど
に
積
極
的
に
出
場
し
、
他
の
協
会
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

試
し
て
い
ま
す
。
協
会
内
で
も
毎
月
１
回
、
記

録
会
を
開
催
し
て
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
良
き

ラ
イ
バ
ル
と
な
り
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
ま
す
。

「
明
る
く
、
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て

い
る
同
会
は
、
練
習
中
も
笑
い
が
絶
え
る
こ
と

な
く
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
よ
り
手
軽
に
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、

ゴ
ル
フ
経
験
者
だ
け
で
な
く
、
未
経
験
者
も
多

い
同
会
。
い
つ
ま
で
も
「
明
る
く
、
楽
し
く
」

い
た
い
と
い
う
方
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
青
い
芝
生
と
元
気
な
仲
間
た
ち
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

三
瓶
三
好
☎
０
９
０―

４
７
５
２―

５
５
４
４
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谷
郷　
　

内
田　
　

茂

二
つ
知
り
一
つ
忘
れ
て
明あ

け
や
す易

し

長
野　
　

内
山　

計か
ず

江え

短み
じ
か
よ夜
や
浅
き
眠
り
に
こ
と
り
更ふ

け

桜
町　
　

大
塚　

保
子

紫あ
じ
さ
い

陽
花
や
ど
っ
ぷ
り
濡ぬ

れ
る
今
朝
の
雨

緑
町　
　

鈴
木
喜
久
女

し
な
や
か
に
動
く
金
魚
や
嬰や

や

の
顔

荒
木　
　

小
林　

康
男

植
田
風
古
墳
の
風
と
な
っ
て
を
り

須
加　
　

栗
原
か
ね
代

利
根
晴
れ
て
白
き
日
傘
の
眩ま

ぶ

し
け
り

須
加　
　

須
永
美
恵
子

茄な

す子
の
花
小こ

鉢ば
ち

に
咲
か
す
団
地
マ
マ

樋
上　
　

斉
藤　

征せ
い

子こ

や
わ
ら
か
な
風
が
撫な

で
ゆ
く
青
田
か
な

下
須
戸 　
田
島　

星せ
い
し
ゅ
う州

夜
の
田た

ん
ぼ圃

舞
台
せ
ま
し
と
鳴
く
蛙

清
水
町 　
新
井　

圭
三

懲こ

り
ず
ま
た
囲い

を
張
る
蜘く

も蛛
の
孤
独
か
な

深
水
町 　
松
岡
て
る
を

哲
学
の
道
て
ふ
疎そ

水す
い

揚
羽
蝶

私
の
作
品

俳
句
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12
歳
以
下
の
県
内
テ
ニ
ス
大
会
で
は
向
か
う

と
こ
ろ
敵
な
し
の
存
在
で
全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
の
が
、
む
さ
し
の
村
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
に
所
属
す
る
中
央
小
学
校
６
年
の
足
立
真
美

さ
ん
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
サ
ッ
カ
ー
や
水
泳
を
経
験
し
て

き
た
足
立
さ
ん
で
す
が
、
テ
ニ
ス
は
物
心
が
つ

く
前
か
ら
も
っ
と
も
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。

 

「
両
親
が
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
へ
通
っ
て
い
た
の

で
、
３
つ
歳
上
の
姉
と
一
緒
に
ク
ラ
ブ
へ
行
っ

て
は
、
遊
び
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
る
両
親
の
姿
を
見
て
、
面

白
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
」
と
話
す
よ
う
に
、
自
然
と
テ
ニ
ス
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

小
学
４
年
生
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
練
習
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
足
立
さ
ん
。
「
週
５
～
６
日

は
所
属
ク
ラ
ブ
へ
行
っ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す

が
、
雨
が
続
い
た
と
き
な
ど
は
、
屋
内
コ
ー
ト

が
あ
る
施
設
へ
行
っ
て
練
習
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
の
で
、
練
習

が
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
向
上
心
を
も
っ
て

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

人
一
倍
の
練
習
量
を
こ
な
す

足
立
さ
ん
は
、
今
年
行
わ
れ
た

県
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
や
県

小
学
生
テ
ニ
ス
大
会
で
優
勝
。

ま
た
、
関
東
小
学
生
大
会
で
準

優
勝
し
、
初
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
た
そ
う
で
す
。
「
４
年

生
の
と
き
に
所
属
ク
ラ
ブ
主
催

の
大
会
で
初
め
て
優
勝
し
た
の

を
機
に
徐
々
に
優
勝
を
意
識
で

き
る
実
力
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
緊

張
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
自
信
を
も
っ
て

試
合
に
望
ん
で
い
ま
す
」
と
、
実
力
と
と
も
に

精
神
的
な
強
さ
も
身
に
つ
き
、
全
国
大
会
で
も

優
勝
を
目
指
す
と
意
気
込
み
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
に
出
場
経
験
の
あ
る
コ
ー

チ
も
い
る
所
属
ク
ラ
ブ
で
毎
日
汗
を
流
す
足
立

さ
ん
。
将
来
は
コ
ー
チ
た
ち
を
超
え
て
世
界
の

舞
台
で
活
躍
で
き
る
存
在
に
な
り
た
い
と
夢
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

夢
は
コ
ー
チ
を
超
え
て
世
界
の
舞
台
へ

足
立　

真
美 

さ
ん
（
城
西
・
11
歳
）

須
加　
　

福
田　

富
冶

盆
踊
り
素
足
の
女ひ

と

の
な
ま
め
か
し

旭
町　
　

大
川　

和
子

花
衣
装
ま
と
い
て
夫
は
旅
立
て
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

 『布ぞうり』
島村　はな子（和田）

はじめまして
今月は、平成18年 10月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 8月 31 日㈮です。
抽選会は9月4日㈫の午後1時30分市役所203会議室

吉
野　

花か
な
ん南

ち
ゃ
ん（
持
田
）

裕
樹
・
有
理
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
８
月
７
日
生
ま
れ

「
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
も
の
」

赤
羽　

秀し
ゅ
う
と斗

ち
ゃ
ん（
藤
原
町
）

徹
也
・
佳
世
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
８
月
25
日
生
ま
れ

「
フ
ォ
ル
ツ
ァ
！
秀
斗
」

木
賀　

沙さ
ゆ
き雪

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

洋
・
美
里
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
８
月
22
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
☆
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」

石
㟢　

佳か

え恵
ち
ゃ
ん
（
忍
）

裕
司
・
和
恵
さ
ん
の
三
女

平
成
18
年
８
月
８
日
生
ま
れ

「
夢
は
大
き
く
心
の
豊
か
な
子
に
♡
」

中
村　

謙け
ん
ご吾

ち
ゃ
ん（
前
谷
）

大
介
・
亜
佐
美
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
８
月
12
日
生
ま
れ

「
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
ろ
う
ね
」



▼
日
時　

８
月
16
日
㈭
午
後
６
時
30

分
～　

▼
場
所　

忍
川
（
行
田
市
駅

北
側
）　

▼
そ
の
他　

当
日
は
小
型

と
う
ろ
う
を
１
基
８
０
０
円
で
頒
布

し
ま
す
。
ま
た
、
行
田
音
頭
保
存
会

に
よ
る
新
行
田
音
頭
の
演
舞
を
行
い

ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観

光
協
会
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

９
月
２
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
種
目
・
参
加
費　

①
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
（
１
部
・
２
部
） 

一
般

６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円　

②

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

一
般
８
０
０
円

（
一
組
）、
高
校
生
５
０
０
円
（
一

組
）　

③
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１

部
・
２
部
） 

一
般
６
０
０
円
、
高
校

生
３
０
０
円　

④
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

一
般
８
０
０
円
（
一
組
）、
高
校
生

５
０
０
円
（
一
組
）　

⑤
男
・
女
シ

ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
）
６
０
０
円 

⑥
中
学
生
の
部　

男
子
シ
ン
グ
ル

ス
３
０
０
円
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
０
０
円　

※
一
般
男
女
は
１
人

２
種
目
ま
で
出
場
可
（
た
だ
し
男

子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不
可
） 

※
連
盟
未
登
録
者
は
、
各
種
目
と
も

２
０
０
円
高
く
な
り
ま
す　

▼
主
催 

行
田
市
体
育
協
会
、
行
田
市
卓
球
連

盟　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

17
日
㈮
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
話
で
同
連
盟
事
務
局
田

島
直
也
宅
（
小
針
２
５
８
５
）
へ

☎
５
５
９―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

10
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
午

前
９
～
午
後
５
時　

▼
場
所　

教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」　

▼
定

員　

70
人　

▼
費
用　

４
千
円
（
教

材
費
な
ど
）　

▼
申
し
込
み　

9
月

11
日
㈫
～
14
日
㈮
に
印
鑑
、
教
材
費

お
よ
び
写
真
（
3
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
、
縦
3
㎝
×
横
2
・
5
㎝
）

1
枚
を
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ 

消
防
本
部
予
防
課
☎
５
５
６
ー

３
０
０
５

▼
日
時　

９
月
12
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

宅
☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

９
月
５
日
㈬
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―
５
９
０
０

▼
日
時　

10
月
６
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

▼
場
所　
【
熊
谷
会

場
】
八
木
橋
百
貨
店
１
階
正
面
入

口
【
さ
い
た
ま
大
宮
会
場
】
大
宮

駅
西
口
Ｄ
Ｏ
Ｍ
（
丸
井
・
ダ
イ
エ

ー
）
２
階
モ
ー
ル　

▼
内
容　

不
動

産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す　

▼
主
催　

㈳
埼

玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　

▼
共
催 

㈳
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会　

▼
後
援 

国
土
交
通
省
、
埼
玉
県
ほ
か　

▼

問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
☎
０
４
８―

８
３
８―

０
４
８
３

▼
日
時　

９
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
正

午
～
午
後
５
時　

▼
内
容　

司
法
書

士
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
債
務
整
理

に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
☎
０
４
８

ー
８
６
５
ー
１
４
５
５
（
開
催
当
日

の
み
）　

▼
主
催　

埼
玉
青
年
司
法

書
士
協
議
会　

▼
後
援　

埼
玉
司
法

書
士
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

司
法

書
士
塚
田
☎
０
４―

２
９
０
０―

３
７
３
３

▼
日
時　

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

▼
場
所 

長
野
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

写

真
（
会
員
の
自
由
作
品
）
お
よ
び
山

野
草
（
さ
ぎ
草
）
展
示　

▼
入
場
無

料　

▼
主
催　

な
が
の
写
遊
会
、
な

が
の
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
、
野
草
趣
味
の

会　

▼
問
い
合
わ
せ　

長
野
公
民
館

☎
５
５
３―

１
４
１
４

24

広告

平
成
19
年
度

行
田
市
民
卓
球
大
会
夏
季
冠
大
会

と
う
ろ
う
流
し
納
涼
大
会

不
動
産
無
料
相
談

平
成
19
年
度

 

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

行
政
書
士
無
料
相
談
会

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

　
　
　
　
　

１
１
０
番

夏
の
写
真
展
と

  

山
野
草（
さ
ぎ
草
）展

不
動
産
無
料
相
談
会



■2007.8.1  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

水
城
公
園
市

民
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
忍
・
行
田

公
民
館
）　

▼
内
容　

ク
ラ
フ
ト
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
▼
主
催　

青

少
年
育
成
行
田
市
民
会
議　

▼
主
管 

浮
き
城
の
ま
ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会　

▼
後
援　

行
田
市
教

育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
８
時

～
午
後
５
時
（
雨
天
決
行
） 

▼
対
象 

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方　

▼
定

員　

20
人　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

８
月
24
日
㈮
ま
で
に
ひ

と
つ
く
り
支
援
課
へ
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

９
月
５
日
～
10
月
24
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
３
時

～
４
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容 

ク
ロ
ー
ル
で
の
15
ｍ
完
泳
を
目
指
し

ま
す
。 
▼
対
象　

市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
方
（
医
師
な
ど
か
ら
運
動

を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
） 

▼

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料　

▼
持
ち
物　

水
着
・
水
泳

帽
・
ゴ
ー
グ
ル
・
タ
オ
ル　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
20
日
㈪

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

10
月
６
日
～
27
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
３
時
～

４
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容 

水
中
で
有
酸
素
運
動
を
行
い
、
身

体
に
無
理
な
く
体
脂
肪
を
燃
焼
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
▼
対
象　

市
内
在

住
で
60
歳
以
上
の
方
（
医
師
な
ど
か

ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を

除
く
） 

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
持
ち
物　

水
着
・

水
泳
帽
・
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

９
月
３
日
㈪
午
前

９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

太
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

歌
と
マ
リ
ン

バ
演
奏　

▼
曲
目　

マ
リ
ン
バ
（
ア

メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
化
師
の

ギ
ャ
ロ
ッ
プ
ほ
か
）、
歌
（
千
の
風

に
な
っ
て
、
宵
待
草
ほ
か
）　

▼
出

演　

長
森
理
恵
さ
ん
、
高
橋
ま
き
の

さ
ん
、
真
崎
佳
代
子
さ
ん　

▼
入
場

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

太
田
公
民

館
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

８
月
19
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

太
井
公
民

館　

▼
内
容　

子
供
た
ち
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」、
忍
者
に
変

身
し
て
忍
び
の
術
の
体
験
や
忍
者
屋

敷
で
巻
き
物
を
手
に
入
れ
る
ゲ
ー
ム

の
ほ
か
、「
カ
フ
ェ
ラ
ビ
ッ
ト
」
で

は
冷
た
い
飲
み
物
と
手
作
り
の
お
菓

子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
▼
参
加
費 

４
０
０
円
（
ゲ
ー
ム
・
飲
み
物
・
お

菓
子
）　

▼
主
催　

行
田
お
や
こ
劇

場　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
事
務
局
☎
０
８
０―

５
５
０
５―

４
５
５
５
ま
た
は
鹿
内
宅
☎
５
５
５

―

０
７
６
４
（
午
後
６
時
以
降
）

▼
日
時　

９
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
主
催　

行
田
光
友
写
真
会 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

大

澤
宅
☎
５
５
７―

２
４
５
２
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第
18
回
浮
き
城
の
ま
ち

　
  

行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

浮
き
城
の
ま
ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　
　

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
齢
者
水
泳
教
室

 

光
友
会
写
真
展

げ
き
じ
ょ
う
ま
つ
り
２
０
０
７

２
台
の
マ
リ
ン
バ
と

　
　
　
　
　

歌
の
競
演

　８月から平成２０年３月にかけて毎月１回
「旧小川忠次郎商店店舗および主屋」で専門
家を講師に招いて全８講座を開催します。

《第１回講座》「行田の足袋産業と足袋蔵の成
り立ち」・「近代化遺産の基礎知識」
▶ 日 時　 ９ 月 １ 日（ 土 ）午 後 ２ 時 ～ ５ 時 
▶場所　旧小川忠次郎商店店舗および主
屋（忠次郎蔵）　▶定員　20 人　▶参加費 
１，５００円（８講座分）※７回以上講座に出
席した方には、修了証を授与し、「足袋蔵保
存活用コーディネーター」に認定します　▶主
催　ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク 
▶申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ法人ぎょう
だ足袋蔵ネットワーク☎０９０―８７２６―
４９６２

高
齢
者

 

水
中
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

平成19年度文化庁事業
～ＮＰＯによる文化財建造物活用モデル事業～

「足袋蔵保存活用
　　コーディネーター養成講座」



▼
日
時　

９
月
１
日
㈯
【
Ⅰ
部
】
午

後
２
時
～
２
時
50
分
、【
Ⅱ
部
】
午

後
３
時
～
５
時　

▼
場
所　

行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
剣
道
場　

▼
内
容 

【
Ⅰ
部
】
ス
ポ
ー
ツ
太
鼓
（
運
動

不
足
を
解
消
し
、
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
）【
Ⅱ
部
】
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
和
太
鼓
（
今
持
っ
て
い
る
技
術

の
さ
ら
な
る
向
上
）
※
バ
チ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い　

▼
対
象　
【
Ⅰ

部
】
高
校
生
以
上　
【
Ⅱ
部
】
小
学

生
以
上　

▼
定
員　

各
40
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

２
千
円　

※
バ

チ
貸
し
出
し
有
り
（
３
０
０
円
）
▼

▼
日
時　

８
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の

他　

絵
手
紙
初
心
者
講
習
を
同
時
開

催
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

澤

田
石
宅
☎
５
５
３―

３
７
０
４

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
に
？
」
か
ら
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
流
れ
」
ま
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
関
心
の
あ
る
方
や
、
こ
れ
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
内

容
の
講
座
で
す
。
ま
た
、
講
習
会
終

了
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
考
え
て

い
る
方
を
対
象
に
個
別
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
23
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

北
川
辺
町
役

場
第
２
庁
舎
会
議
室　

▼
参
加
無
料 

※
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
15

日
㈬
ま
で
に
電
話
で
埼
玉
県
東
部
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー
行
田
支
所
県
民
交

流
担
当
へ
☎
５
５
５―

１
１
１
０
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絵
手
紙
展

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
習
会

 　
「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,９１１人　　男４３,７９１人　　女４４,１２０人　　世帯数３２,０３７世帯
（平成１９年７月１日現在）　 ６月中の異動　出生６４人　転入等１２８人　死亡５７人　転出等１８３人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

31
日
㈮
ま
で
にJapanese m

usic 
entertainm

ent

麗　

担
当
宮
尾
へ

☎
０
９
０―

３
５
４
７―

１
２
１
７

▼
日
時　

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

後
１
時
30
分
～
５
時
※
２
作
品
を
時

間
内
に
繰
り
返
し
上
映　

▼
場
所 

星
河
公
民
館　

▼
上
映
作
品
・
内
容 

「
市
中
の
マ
リ
ア
」
～
駄
菓
子
屋
さ

か
え
や
を
営
ん
で
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、「
赤
い
糸
」

～
市
内
に
住
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
亡

き
夫
へ
の
愛
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合

わ
せ　

茂
木
☎
０
９
０―

９
８
４
０

―

８
２
４
９

▼
放
送
予
定　

９
月
２
日
㈰
衛
星

第
２
テ
レ
ビ　

午
前
11
時
～
11
時
54

分
（
衛
星
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
同
時

放
送
）、
午
後
１
時
～
６
時　

※
都

合
に
よ
り
放
送
日
時
が
変
更
と
な
る

場
合
あ
り　

▼
内
容　

県
内
各
地
か

ら
埼
玉
の
食
・
祭
り
・
伝
統
技
術
・

美
し
い
風
景
な
ど
、
埼
玉
の
す
べ
て

を
全
国
に
生
中
継
で
紹
介
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た

ま
放
送
局
☎
０
４
８―

８
３
３―

２
０
４
１

和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

行
田
市
出
身

茂
木
薫
監
督
作
品
上
映
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ―

Ｂ
Ｓ
２
「
お
ー
い
、

ニ
ッ
ポ
ン　

私
の
・
好
き
な
・

埼
玉
県
」
が
放
送
さ
れ
ま
す

校　　　名 訓　練　科　名 体　験　内　容

職業能力開発センター
☎ 048 － 651 － 3122

OA 経理科 ・Word による HP 作成
・パソコンによるアニメーショ
ン作成OA 実践科

介護サービス科 介護実習（車いすの体験、介助
の体験など）

中央高等技術専門校
☎ 048 － 781 － 3241

機械制御システム科 ３次元 CAD 操作による自動車エ
ンジンの部品図面と組立図の作成

建築デザイン科 建築模型の製作

設備システム科 家庭用ルームエアコンの取り付
け実習

情報制御システム科 イルミネーション LED 点滅回
路の製作

川口高等技術専門校
☎ 048 － 251 － 4481

情報処理科 パソコンによるゲームプログラ
ムの作成

空調設備科 ルームエアコンの取り付け

機械科
（デュアルシステム）

マシニングセンタによるコバト
ン（メダル）製作

ビル管理科 第二種電気工事士試験　過去問
題配線実習

川越高等技術専門校
☎ 048 － 235 － 7070

金属加工技術科 プラズマ切断による表札の製作

電気工事科 照明器具の点灯回路の配線

ビル管理科 ポリッシャーを使った床磨き

飯能分校
☎ 042 － 973 － 4741

木工工芸科 まな板作り

木工科 まな板作り

秩父高等技術専門校
☎ 0494 － 22 － 1948

電気工事科 電気工事体験

介護サービス科 車いす体験、ベッドメーキング
など

パソコン実務科 パソコンを使ってのあて名ラベ
ル作成

熊谷高等技術専門校
☎ 532 － 6559

自動車整備科 自動車整備体験

機械科 ２次元ＣＡＤによる図面作成

建築科 のこ挽き、かんながけなどの大
工作業体験

セキュリティサービス科 住宅の電気配線工事体験

造園科 造園作業体験

春日部高等技術専門校
☎ 048 － 737 － 3511

自動車整備科 自動車整備体験

建築設備科 水の配管製作

金属加工科 ペンシルスタンドの製作

▶対　　象　入校希望者および「ものづくり体験」を希望する方
▶申し込み・問い合わせ　8 月 24 日（金）までに電話で実施校へ

▶日　　程　8 月 25 日（土）
▶場　　所　各県立高等技術専門校、職業能力開発センター
▶体験内容

埼玉県立高等技術専門校の体験入校
～「ものづくり」の多様な職業を体験してみませんか～
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▼
日
時　

９
月
30
日
㈰
【
第
１

回
】
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分　
【
第
２
回
】
午
後
２
時
～

４
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

常
磐
ハ
ワ
イ

ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
ま
つ
わ
る
実
話

を
も
と
に
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
奮
闘
す
る

人
々
の
姿
を
描
い
た
感
動
ド
ラ
マ 

▼
定
員　

各
回
２
０
０
人　

▼
入

場
無
料　

▼
整
理
券
配
布　

８
月

26
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
に
て

　

８
月
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
感
謝

月
間
と
し
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
デ
イ

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

①
水
・
金
曜
日
は「
ジ
ャ

ン
ケ
ン
デ
イ
」　

②
ポ
イ
ン
ト
２

倍
デ
イ　

な
ど　

他
に
も
ポ
イ
ン

ト
を
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
い
ろ

い
ろ
と
用
意
し
て
い
ま
す
。貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
は
15
・
30
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
、
総
合
公
園
プ
ー
ル
利
用

券
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

９
時
（
祝
日
含
む
）
※
毎
月
第

２
・
４
月
曜
日
は
休
館
日
（
祝
日

に
当
た
る
場
合
は
翌
日
休
館
） 

▼

利
用
料
金　

１
回
２
時
間
４
０
０

円
（
障
害
者
手
帳
提
示
に
よ
り
減

免
制
度
あ
り
） 

▼
利
用
方
法　

初

回
は
、
講
習
会
（
予
約
制
）
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
高
校
生

未
満
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
※
一

度
登
録
さ
れ
た
方
な
ら
、
す
ぐ
に

利
用
再
開
で
き
ま
す
の
で
、
前
回

の
利
用
か
ら
期
間
が
あ
い
た
方
も

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
程　

８
月
17
日
㈮
～
27
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
）　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

▼
内
容　

会
員
の
作
品

展　

▼
入
場
無
料

　

古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
朝
採

り
の
お
い
し
い
新
鮮
野
菜
を
豊
富

に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ご
来

店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
そ

の
他　

８
月
12
日
㈰
ま
で
駐
車
場

が
有
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
駐
車
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

27

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ
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行
田
産
野
菜　
　

毎
日
売
り
出
し

　
　
　

第
21
回
行
田
市

　
　
　
　

書
道
人
連
盟
展

市県民税・・・・・・・・・２期　　　介護保険料・・・・・・・２期
国民健康保険税・・・・・・２期　　　納期限・・・・８月３１日（金）

今月の納税

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
　

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
上
映
会

　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　

  

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

 

感
謝
月
間



　

近
世
の
関
所
は
江
戸
に
持
ち
込
ま
れ
る
鉄
砲
と
江

戸
か
ら
抜
け
出
す
大
名
家
の
子
女
を
統
制
す
る
た
め

に
置
か
れ
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
設
置
は
幕
府
の
専

権
事
項
で
、
貞
享
３
年
（
１
６
８
６
）
の
「
諸
国
御

関
所
付
」
に
は
53
カ
所
の
関
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
幕
府
が
設
置
し
た
番
所

や
、
藩
が
独
自
に
領
内
に
置
い
た
番
所
と
よ
ば
れ
る

関
門
が
あ
っ
た
の
で
、
全
国
的
に
も
江
戸
時
代
の

交
通
検
問
所
の
数
は
相
当
な
数
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

川
俣
関
所
は
日
光
館
林
道
が
通
る
上
新
郷
村
の

利
根
川
岸
に
設
置
さ
れ
た
関
所
で
、
対
岸
の
上
野

国
邑
楽
郡
川
俣
村
へ
船
で
渡
る
者
の
取
り
締
り
に

あ
た
り
ま
し
た
。
設
置

時
期
は
不
明
で
す
が
、

忍
城
が
幕
府
代
官
の
管

理
下
に
な
っ
た
慶
長
５

年
（
１
６
０
０
）
以
降

に
橋
本
・
大
藤
・
佐
藤
・

石
川
の
四
家
が
関
守
と

し
て
番
に
あ
た
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寛

永
16
年
（
１
６
３
９
）、

阿
部
忠
秋
が
忍
藩
主
と

な
る
と
関
所
は
忍
藩
の

管
轄
下
に
置
か
れ
、
四

家
は
忍
藩
士
と
な
り
、

以
後
江
戸
時
代
を
通
じ

て
世
襲
で
関
守
を
務
め
ま
し
た
。

　

元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
６
月
に
忍
藩
主
阿
部
正

武
よ
り
出
さ
れ
た
「
川
俣
条
目
」
に
は
、
９
カ
条
に

わ
た
り
関
所
の
管
理
規
定
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
幕
府
が
決
め
た
関
所
検
閲
事
項
の
遵
守
を
は

じ
め
、
不
審
な
者
や
手
形
不
所
持
の
者
は
絶
対
に
通

さ
な
い
こ
と
、
女
性
が
乗
り
物
に
乗
っ
て
通
過
す
る

際
は
番
人
の
女
房
が
改
め
る
こ
と
、
幕
府
の
上
使
や

老
中
な
ど
が
通
過
す
る
際
は
滞
り
な
く
渡
船
さ
せ
る

こ
と
、
番
所
の
威
光
を
か
さ
に
着
て
通
行
人
に
乱
暴

な
態
度
を
と
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
か
ら
国
許
に
戻
っ
た
忍
藩
主
た
ち
も
、

た
び
た
び
関
所
の
警
備
状
況
な
ど
を
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

利
根
川
を
渡
る
際
に
は
、
原

則
と
し
て
幕
府
の
定
め
た
正
式

な
定
船
場
以
外
で
の
渡
船
交
通

が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
上

野
国
と
武
蔵
国
の
国
境
で
あ
り
、

関
東
の
水
運
交
通
の
大
動
脈
で

あ
る
利
根
川
岸
に
設
定
さ
れ
た

こ
の
関
所
は
、
交
通
・
治
安
・

物
資
流
通
の
面
か
ら
も
重
要
視

さ
れ
、
幕
府
よ
り
関
所
を
預
か

る
忍
藩
で
も
そ
の
管
理
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
た
の
で
し
た
。

　
（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　ハイビスカスに似た花の咲くオクラは粘りのある野菜です。細かく刻むほど粘り
が増しますが、この粘りの成分が「ムチン」です。暑さで消耗しやすい体力の回復
に効果があるといわれています。また、肝機能を高めたり胃の粘膜を守ったりする
ほか、消化吸収を助ける働きもします。
　野菜不足になりがちな夏には、ゆでたオクラを冷たい麺類や冷ややっこなどにそ
えてみてはいかがでしょうか。さわやかな梅ドレッシングが食欲をそそります。

材料（２人分）
オクラ…８本　れんこん…100g　梅ドレッシング【粉寒天…小さじ１／３ 
水…100cc　Ａ（梅肉…大さじ１　オリーブ油…大さじ１　酢（またはレモン
汁）…大さじ１　塩…小さじ１／４　コショウ…少々）】

作り方
①梅ドレッシングを作る。鍋に水と粉寒天を入れ、ひと煮たちさせて火を止める。

Ａを加えてかき混ぜ、器に流し入れ冷蔵庫で冷やし固める。
②オクラは、へたの回りを切り落とし、塩をまぶして板ずりし、表面のうぶ毛を取る。
③熱湯に塩をつけたままのオクラを入れ、１分たったらレンコンを入れさっと

ゆでる。オクラは薄い輪切りにする。
④皿に盛り付け、固まったドレッシングをフォークでくずしてのせる。

… 粘りのパワーでスタミナアップ …
オクラの梅ドレッシングかけ

栄養成分（１人分）
エネルギー 108kcal　たんぱく質 1.9g　脂質 14.2g 
塩分相当量 1.7g　食物繊維 7g　ビタミンＡ 268µg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会
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■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
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　問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
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　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ

川俣関所（「増補忍名所図絵」より）


